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は
じ
め
に

　

こ
の
た
び
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
か
ら
、
名
古
屋
大
学
編
『
名
古
屋
大
学
の
歴
史　

一
八
七
一
～
二
〇
一
九
』
上
・
下
（
以
下
、
本

書
）
が
出
版
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
（
定
価
は
上
・
下
各
二
九
七
〇
円
〔
税
込
〕）。
本
稿
校
了
時
に
は
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
三

月
三
一
日
付
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
名
古
屋
大
学
（
以
下
、
名
大
）
の
全
学
的
な
年
史
と
し
て
は
、
一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
年
に
刊
行
が
完
了
し
た
『
名

古
屋
大
学
五
十
年
史
』（
以
下
、『
五
十
年
史
』）
が
あ
っ
た

）
1
（

。
詳
し
く
は
本
稿
一
（
一
）
に
譲
る
が
、
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
全
四
巻
、
総

じ
て
本
文
が
三
五
〇
〇
頁
を
超
え
る
重
厚
な
年
史
で
あ
る
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
に
は
、
名
古
屋
大
学
創
立
七
〇
周
年
（
創

基
一
三
八
周
年
）
記
念
事
業
と
し
て
、
名
古
屋
大
学
編
刊
『
知
と
創
造
の
拠
点　

名
古
屋
大
学
の
歴
史
』（
A
四
判
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、

六
三
頁
）
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
図
録
で
あ
り
、
年
史
と
は
言
い
難
い
。
つ
ま
り
、
本
書
は
二
七
年
ぶ
り
に
刊
行
さ
れ

た
年
史
で
あ
る
。

　

『
五
十
年
史
』
の
編
さ
ん
・
編
集
経
緯
に
つ
い
て
は
、同
通
史
二
の
第
三
編
第
四
章
第
二
節
「
名
古
屋
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
」

及
び
編
集
後
記
、
同
部
局
史
二
の
編
集
後
記
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
書
は
、『
五
十
年
史
』
に
比
べ
る
と
字
数
が
限
ら

れ
て
お
り
、
一
般
書
籍
と
し
て
販
売
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
序
」
と
「
あ
と
が
き
」
等
で
最
低
限
の
こ
と
は
書
か
れ
て

い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
編
さ
ん
・
編
集
経
緯
を
盛
り
込
む
余
裕
は
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、『
五
十
年
史
』
と
比
較
し
つ
つ
こ
れ
を
補

う
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
書
の
概
要
に
も
言
及
し
つ
つ
、
名
大
の
年
史
に
関
わ
る
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て
も
展
望
す
る
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
書
や
『
五
十
年
史
』
の
編
さ
ん
・
編
集
経
緯
や
内
容
に
つ
い
て
は
公
的
な
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
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に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
筆
者
（
堀
田
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

　

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
用
い
る
「
編
さ
ん
」
と
「
編
集
」
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
語
義
と
は
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
年
史

の
大
き
な
枠
組
み
や
方
針
を
定
め
る
こ
と
、
あ
る
い
は
刊
行
事
業
全
体
の
こ
と
を
編
さ
ん
、
こ
れ
に
対
し
て
年
史
を
実
際
に
製
作
す
る

作
業
を
編
集
、
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

一　

『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
に
つ
い
て

　

名
古
屋
大
学
（
以
下
、
名
大
）
は
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
四
月
に
名
古
屋
帝
国
大
学
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
前
身
学

校
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、
最
も
古
く
は
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
八
月
（
旧
暦
）
設
置
の
名
古
屋
県
仮
病
院
・
仮
医
学
校
に
ま
で
遡
る

こ
と
が
で
き
、
名
大
で
は
こ
れ
を
「
創
基
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

名
大
で
は
、創
立
以
来
、部
局
単
位
の
年
史
は
製
作
さ
れ
て
き
た
が

）
2
（

、全
学
的
な
本
格
的
年
史
と
し
て
初
め
て
編
さ
ん
さ
れ
た
の
が『
名

古
屋
大
学
五
十
年
史
』（
以
下
、『
五
十
年
史
』）
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
、（
一
）
で
『
五
十
年
史
』
の
特
に
通
史
の
編
さ
ん
・
編
集
経

緯
を
、（
二
）
で
そ
の
評
価
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
、
本
章
に
お
け
る
『
五
十
年
史
』
の
編
さ
ん
・
編
集
に
関
す
る
記
述
は
、

特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、『
五
十
年
史
』
通
史
二
の
第
三
編
第
四
章
第
二
節
及
び
編
集
後
記
、
同
部
局
史
二
の
編
集
後
記
に
拠
っ
た
。

（
一
）
編
さ
ん
・
編
集
経
緯
の
概
略

　

『
五
十
年
史
』
は
、
名
古
屋
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
編
さ
ん
さ
れ
た
。
同
事
業
で
は
、
一
九
八
五
（
昭
和
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六
〇
）
年
一
月
、
学
長
を
議
長
と
し
、
部
局
の
長
、
事
務
局
長
、
学
生
部
長
等
を
委
員
と
す
る
名
古
屋
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

委
員
会
が
置
か
れ
た
が
、
こ
れ
と
同
時
に
事
業
委
員
会
が
設
置
す
る
専
門
委
員
会
と
し
て
、
名
古
屋
大
学
史
編
集
委
員
会
（
以
下
、
編

集
委
員
会
）
が
設
置
さ
れ
た
。
編
集
委
員
会
は
、各
部
局
か
ら
選
出
さ
れ
た
教
授
ま
た
は
助
教
授
、附
属
図
書
館
長
、事
務
局
の
各
部
長
、

学
生
部
次
長
等
を
委
員
と
し
（
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
る
）、「
編
集
及
び
刊
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
審
議
し
、
及
び
そ
の
実
施

に
当
た
る
」（
編
集
委
員
会
規
程

）
3
（

）
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
四
月
に
は
、
編
集
委
員
会
の
下
に
、「
大
学
史
の
編
集
及
び
資
料
収

集
を
行
う
」（
編
集
委
員
会
規
程
）
も
の
と
し
て
、
名
古
屋
大
学
史
編
集
室
（
以
下
、
編
集
室
）
が
置
か
れ
た
。
編
集
室
員
は
、
全
学

か
ら
選
ば
れ
た
教
官
が
兼
務
し
た
ほ
か
、
専
任
室
員
と
し
て
教
官
（
助
手
あ
る
い
は
講
師
）
が
配
属
さ
れ
た
。
専
任
室
員
は
、
当
初
は

一
名
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
四
月
に
は
三
名
、
九
二
年
九
月
に
は
四
名
に
増
員
さ
れ
た

）
4
（

。
本
書
の
編
集
専
門
委
員
会

副
委
員
長
で
あ
る
吉
川
卓
治
教
授
も
、
こ
れ
ら
の
一
人
で
あ
っ
た
。
編
集
室
員
は
通
史
の
原
稿
を
執
筆
し
た
が
、
執
筆
担
当
の
室
員
が

他
大
学
に
移
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
ま
ま
室
員
と
し
て
留
ま
っ
た
。
編
集
室
長
は
、
一
時
期
を
除
い
て
、
編
集
委
員
会
委
員
長
が
兼
務

し
た

）
5
（

。
そ
の
ほ
か
、
編
集
室
に
は
専
任
の
事
務
補
佐
員
一
名
が
付
さ
れ
た
。

　

編
集
委
員
会
で
決
定
し
た
「
名
古
屋
大
学
史
編
集
要
綱

）
6
（

」
に
お
け
る
「
I
．
全
巻
の
編
集
方
針
」
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

1
．
名
古
屋
大
学
の
全
学
を
対
象
と
す
る
歴
史
編
纂
は
今
回
が
最
初
で
あ
る
。

　

 

す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
部
局
史
（
誌
）
等
を
参
照
と
し
た
う
え
、
さ
ら
に
資
料
の
調
査
収
集
を
徹
底
し
、
将
来
に
向
け
て
の
全
学

的
展
望
の
も
と
に
歴
史
を
記
述
す
る
。

2 

．
前
史
お
よ
び
帝
国
大
学
期
、
さ
ら
に
新
制
大
学
期
を
通
じ
て
、
名
古
屋
大
学
が
人
材
の
育
成
お
よ
び
学
術
の
発
達
に
お
い
て
果
し

た
役
割
に
つ
い
て
、
一
つ
に
は
国
家
政
策
と
の
関
わ
り
か
ら
、
他
方
、
地
域
（
東
海
地
方
さ
ら
に
は
中
部
地
方
）
の
本
学
に
対
す
る
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要
求
・
期
待
と
の
関
わ
り
か
ら
叙
述
す
る
。

3 
．
名
古
屋
大
学
の
歴
史
を
そ
の
前
史
を
含
め
て
総
合
的
・
体
系
的
に
叙
述
し
、
大
学
史
・
教
育
史
お
よ
び
地
域
史
と
し
て
も
一
級
の

水
準
の
も
の
と
す
る
。

　

ま
た
、
同
要
綱
に
お
け
る
「
III
．
通
史
記
述
上
の
主
要
事
項
」
は
、（
1
）
わ
が
国
の
大
学
制
度
の
変
遷
と
名
古
屋
大
学
、（
2
）
高

等
教
育
の
発
達
・
変
遷
と
名
古
屋
大
学
、（
3
）
学
術
の
発
達
と
名
古
屋
大
学
、（
4
）
大
学
の
自
治
・
学
問
の
自
由
、（
5
）
組
織
・

運
営
、（
6
）
部
局
の
創
設
・
変
遷
の
概
要
、（
7
）
大
学
管
理
機
関
、（
8
）
主
要
人
事
、（
9
）
財
政
関
係
、（
10
）
施
設
・
設
備
の

沿
革
、（
11
）
学
生
関
係
、（
12
）
教
職
員
関
係
、（
13
）
学
内
行
事
、
対
外
活
動
、
出
版
物
等
、（
14
）
学
内
の
重
大
事
件
、（
15
）
文

部
省
等
政
府
諸
機
関
と
の
関
係
、（
16
）
他
大
学
と
の
関
係
、（
17
）
卒
業
生
等
の
活
動
、（
18
）
国
お
よ
び
地
域
の
政
治
・
経
済
・
社
会
・

文
化
と
の
関
係
、
と
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
体
制
・
方
針
に
基
づ
い
て
、
編
集
室
に
よ
っ
て
膨
大
な
資
料
の
収
集
が
行
わ
れ
、
多
く
の
教
官
・
事
務
官
が
原
稿
の
執
筆

に
当
た
っ
た
。
部
局
史
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
等
が
一
章
を
受
け
持
ち
、
部
局
等
ご
と
に
編
集
委
員
会
等
の
体
制
を
構
築
し
、
当
該
部

局
等
の
教
官
・
事
務
官
等
が
執
筆
し
た
。
通
史
の
原
稿
は
、
編
集
室
員
の
教
官
二
六
名
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
専
任
室

員
は
八
名
で
、
残
る
一
八
名
は
教
育
学
部
を
中
心
と
す
る
多
く
の
部
局
の
教
官
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
全
学
的
な
編
さ
ん
体
制
が
取
ら
れ

た
わ
け
で
あ
る
。
編
さ
ん
経
費
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
後
援
会
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
巨
額
の
寄
附
の

一
部
が
充
当
さ
れ
た
。

　

編
さ
ん
物
と
し
て
は
、
ま
ず
一
九
八
九
年
一
〇
月
に
、
部
局
史
一
、
部
局
史
二
が
刊
行
さ
れ
た
。
B
五
判
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
、
部

局
史
一
が
九
八
九
頁
（
本
文
の
頁
数
、
以
下
同
じ
）、
部
局
史
二
が
八
三
六
頁
で
あ
る
。
つ
い
で
一
九
九
一
年
一
二
月
に
、
名
古
屋
大
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学
史
編
集
委
員
会
編
『
写
真
集　

名
古
屋
大
学
の
歴
史　

一
八
七
一
～
一
九
九
一
』（
発
行
者
＝
名
古
屋
大
学
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
A

四
判
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
二
五
五
頁
、
掲
載
さ
れ
た
写
真
等
は
六
四
三
点
（
口
絵
除
く
）
に
及
ぶ
。『
五
十
年
史
』
は
写
真
の
掲
載
が

少
な
く
、
特
に
通
史
は
口
絵
以
外
に
写
真
は
全
く
載
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
補
う
の
が
こ
の
写
真
集
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
九
五
年

十
月
、
通
史
一
、
通
史
二
が
刊
行
さ
れ
た
。
部
局
史
と
同
じ
く
B
五
判
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
、
本
文
は
通
史
一
が
七
五
九
頁
、
通
史
二

が
九
七
〇
頁
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
編
さ
ん
事
業
は
終
了
し
、
一
九
九
六
年
四
月
に
は
編
集
室
を
母
体
に
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と

し
て
名
古
屋
大
学
史
資
料
室
が
設
置
さ
れ
た
。
同
室
は
、
二
〇
〇
一
年
四
月
に
大
学
史
資
料
室
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
大
学
文
書
資
料

室
に
改
組
さ
れ
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
四
月
に
は
東
海
国
立
大
学
機
構
の
本
部
直
属
組
織
と
な
っ
て
現
在
に
至
る
。

（
二
）
評
価
と
課
題

　

『
五
十
年
史
』
の
節
ま
で
の
目
次
は
【
資
料
1
】
の
通
り
で
あ
る
。『
五
十
年
史
』
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
後
に
刊
行
が
増
加
し
た
、

本
格
的
な
日
本
の
大
学
沿
革
史
の
一
つ
と
し
て
、
社
会
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
学
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、
多
く
の

研
究
者
に
利
用
さ
れ
て
き
た

）
7
（

。
そ
の
大
き
な
特
徴
は
、『
五
十
年
史
』
通
史
一
の
序
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
名
古
屋
帝
国
大
学
創
立
以

来
の
五
〇
年
の
歴
史
を
基
本
に
し
つ
つ
も
、
医
学
部
の
前
身
諸
学
校
を
中
心
と
す
る
「
前
史
」
の
ほ
か
、
第
八
高
等
学
校
（
教
養
部
の

前
身
に
あ
た
る
）、
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
（
の
ち
名
古
屋
経
済
専
門
学
校
、
経
済
学
部
の
前
身
に
あ
た
る
）、
岡
崎
高
等
師
範
学
校
（
教

育
学
部
の
前
身
に
あ
た
る
）
と
い
っ
た
、
新
制
名
古
屋
大
学
発
足
時
に
包
括
さ
れ
た
学
校
の
歴
史
ま
で
も
視
野
に
入
れ
て
編
さ
ん
さ

れ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
に
学
術
的
に
も
同
様
の
評
価
が
な
さ
れ
て
お
り
、
通
史
全
体
の
二
六
・
一
％
の
頁
が
前
身
学
校
の
記
述

に
費
や
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
旧
帝
国
大
学
の
沿
革
史
の
中
で
、『
五
十
年
史
』
ほ
ど
前
身
学
校
に
頁
数
を
割
い
て
い
る
も
の
は
な
く
、

制
度
的
に
明
ら
か
な
前
身
学
校
に
つ
い
て
十
分
に
記
述
す
る
こ
う
し
た
有
り
様
は
、
沿
革
史
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
の
で
は
な
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か
ろ
う
か
、
と
評
価
さ
れ
て
い
る

）
8
（

。
つ
ま
り
『
五
十
年
史
』
は
、
名
古
屋
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
で
あ
る
た
め
こ
の
よ

う
な
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
「
名
古
屋
大
学
創
基
一
一
八
年
史
」
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
戦
後
改
革
期
の
記
述
に
つ
い
て
『
東
京
大
学
百
年
史

）
9
（

』
と
大
き
く
違
う
点
と
し
て
、
や
は
り
前
身
学
校
の
記
述
が
無
視
で
き

な
い
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
当
該
期
に
お
け
る
大
学
の
制
度
的
側
面
の
変
化
と
並
ん
で
、
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
、
教
職
員
・

学
生
等
の
実
態
や
身
分
的
境
遇
的
変
化
、
あ
る
い
は
そ
の
組
織
的
な
新
動
向
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当

該
期
の
大
学
政
策
を
め
ぐ
る
記
述
に
つ
い
て
、
G
H
Q
／
S
C
A
P
文
書
が
『
東
京
大
学
百
年
史
』
よ
り
は
る
か
に
綿
密
に
使
用
さ

れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る

）
10
（

。

　

さ
ら
に
、『
五
十
年
史
』
の
専
任
編
集
室
員
（
当
時
助
手
）
で
あ
っ
た
吉
川
卓
治
教
授
は
、
編
さ
ん
側
の
関
心
と
し
て
、
敗
戦
後
の

大
学
管
理
法
や
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
、
物
理
学
教
室
憲
章
、
平
和
憲
章
な
ど
、
大
学
自
治
の
問
題
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
こ
と
、
地
域
と

の
関
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
伊
勢
湾
台
風
の
項
目
を
絶
対
に
入
れ
た
か
っ
た
こ
と
、
当
時
の
入
試
制
度
が
、
大
学
共
通
第
一
次
学
力
試

験
（
共
通
一
次
試
験
）
か
ら
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
へ
移
行
す
る
な
ど
大
き
く
変
わ
る
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
入
試
制
度

に
つ
い
て
多
く
の
紙
数
を
割
い
た
こ
と
、
を
回
想
し
て
い
る

）
11
（

。

　

課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
編
さ
ん
事
業
全
体
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
当
初
は
予
定
さ
れ
て
い
た
資
料
編
の
刊
行
が
、
比
較
的
早
い
時
期

に
断
念
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
資
料
編
と
は
、
資
料
の
内
容
や
デ
ー
タ
を
加
工
し
て
載
せ
る
の
で
は
な
く
、
資
料
を
統
一

さ
れ
た
様
式
の
活
字
に
翻
刻
し
て
掲
載
す
る
も
の
を
指
す
。
資
料
編
は
、
本
文
の
学
術
性
を
担
保
す
る
と
同
時
に
、
重
要
な
資
料
を
広

く
公
開
す
る
意
義
を
持
ち
、
地
方
自
治
体
の
本
格
的
な
年
史
編
さ
ん
で
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
大
学
の
年
史
で
も
、
一
九
七
〇
年

代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
完
結
し
た
、
全
巻
で
三
〇
〇
〇
頁
以
上
の
大
規
模
な
も
の
は
、
全
て
で
は
な
い
が
ほ
と
ん
ど
が
資
料
編

を
刊
行
し
て
い
た

）
12
（

。
そ
の
後
も
、
大
規
模
な
大
学
沿
革
史
に
と
っ
て
、
資
料
編
は
必
須
の
も
の
と
し
て
定
着
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
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る
。
資
料
編
の
刊
行
は
、
名
大
の
年
史
編
さ
ん
に
と
っ
て
積
み
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

通
史
、
部
局
史
の
問
題
点
を
形
式
面
か
ら
見
る
と
、
索
引
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
特
に
通
史
に
索
引
が
な
い
の

は
、
そ
の
活
用
の
幅
を
狭
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
学
術
的
に
調
査
す
る
場
合
に
は
、
索
引
が
な
い
こ
と
に
よ
る
不
便
を
厭
う
も
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
が
、『
五
十
年
史
』
を
紐
解
く
の
は
そ
う
い
う
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
学
内
で
の
業
務
利
用
と
い
う
面
か
ら

す
る
と
、
名
古
屋
大
学
の
職
員
に
は
何
か
の
時
に
『
五
十
年
史
』
を
調
べ
る
と
い
う
習
慣
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の

一
つ
は
、
索
引
を
備
え
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

）
13
（

。

　

記
述
面
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
刊
行
か
ら
二
〇
年
近
く
が
経
過
し
た
後
で
あ
る
が
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
に
大
学
文
書
資
料
室
が
開

催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
今
、な
ぜ
大
学
史
か
―
そ
の
意
義
と
展
望
―
」の
内
容
が
参
考
に
な
る
。こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、『
名

古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
二
三
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
、
詳
細
な
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
特
に
こ
と
わ

ら
な
い
限
り
、
こ
の
記
録
に
基
づ
い
て
述
べ
る
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、『
五
十
年
史
』
の
専
任
編
集
室
員
で
あ
っ
た
吉
川
卓
治
教
授

）
14
（

が
「『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
か
ら
の
展

望
」
と
題
し
て
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、『
五
十
年
史
』
の
国
際
交
流
と
大
学
院
制
度
へ
の
関
心
の
薄
さ
、
こ
れ
か
ら
の
展

望
を
書
く
ペ
ー
ジ
の
少
な
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の

名
大
の
留
学
生
の
増
加
率
に
は
目
を
瞠
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
数
が
非
常
に
少
な
い
か
ら
で
も
あ
り
、

留
学
生
の
絶
対
数
は
一
九
八
〇
年
代
の
終
わ
り
に
な
っ
て
も
現
在
に
比
べ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
多
い
わ
け
で
は
な
い
。『
五
十
年
史
』
の
編

さ
ん
・
編
集
の
段
階
で
は
、
国
際
交
流
に
こ
れ
以
上
の
紙
幅
を
割
く
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
面
も
あ
っ
た
。
大
学
院
に
つ
い
て
も
、

名
大
で
い
わ
ゆ
る
大
学
院
重
点
化
が
実
施
さ
れ
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
で
あ
っ
て
、
や
は
り

『
五
十
年
史
』
で
大
学
院
問
題
を
重
視
す
る
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る

）
15
（

。
そ
の
ほ
か
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
計
画
に
つ
い
て
、『
東
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京
大
学
百
年
史
』
は
一
〇
二
頁
を
割
い
て
い
る
の
に
対
し
、『
五
十
年
史
』
は
一
〇
数
頁
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
吉
川
教
授
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
討
論
の
中
で
、
女
性
へ
の
視
点
に
つ
い
て
、
戦
前
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
ら
ず
、
戦
後
に
関
し
て
も
も
う
少
し
書
け
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
将
来

の
名
大
の
年
史
に
関
わ
る
様
々
な
課
題
や
論
点
が
挙
が
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
『
五
十
年
史
』
刊
行
後
の
時
代
の
推
移
を
踏
ま
え
て
の
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
三
で
適
宜
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

　

そ
の
他
の
『
五
十
年
史
』
の
課
題
と
し
て
、
寺
﨑
昌
男
氏
に
よ
る
戦
後
改
革
期
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
る
。
前
述
の

よ
う
に
寺
﨑
氏
は
『
五
十
年
史
』
の
戦
後
改
革
期
の
記
述
の
長
所
を
多
く
述
べ
る
一
方
で
、
政
府
関
係
審
議
会
や
大
学
基
準
協
会
で
ど

の
よ
う
な
大
学
制
度
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
へ
の
関
心
や
、
高
等
教
育
制
度
改
革
総
体
へ
の
目
配
り
が
『
東
京
大
学
百

年
史
』
に
比
べ
て
か
な
り
薄
い
と
指
摘
し
た

）
16
（

。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
、
な
ぜ
大
学
史
か
」
に
お
い
て
吉
川
教
授
も
、
こ
の
指
摘
に
つ
い

て
本
当
に
そ
の
通
り
で
あ
る
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
、『
五
十
年
史
』の
内
容
で
は
な
い
が
、そ
の
編
集
過
程
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
大
き
な
課
題
が
あ
っ
た
。そ
れ
は
、

名
大
の
歴
史
に
関
す
る
重
要
な
資
料
が
、
必
ず
し
も
総
合
的
・
系
統
的
に
整
理
・
保
管
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
編
集
に
お

い
て
困
難
が
大
き
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
建
物
・
施
設
の
移
転
・
新
築
あ
る
い
は
組
織
の
改
編
統
合
・
人
事
異
動
に
際
し
て
、
資
料
が

散
逸
・
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
例
も
見
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
機
会
に
適
切
な
措
置
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
大
学
改
革
並
び
に
キ
ャ

ン
パ
ス
再
開
発
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
同
様
の
事
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
危
惧
さ
れ
た
。
当
時
、
一
九
九
一
年

の
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
に
よ
り
、
大
学
の
自
己
点
検
・
自
己
評
価
が
社
会
的
に
要
請
さ
れ
る
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
単
に
沿

革
史
の
編
さ
ん
の
た
め
で
は
な
く
、
そ
う
い
っ
た
点
検
・
評
価
の
た
め
の
重
要
な
根
拠
と
し
て
、
大
学
史
資
料
が
重
要
に
な
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る

）
17
（

。
も
ち
ろ
ん
、『
五
十
年
史
』
の
編
さ
ん
で
収
集
さ
れ
た
膨
大
な
資
料
群
を
、
こ
れ
以
上
散
逸
し
な
い
よ
う
に
保
存
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す
る
必
要
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
課
題
に
応
え
る
た
め
、
一
九
九
六
年
四
月
、
編
集
室
を
母
体
と
し
て
名
古
屋
大
学
史
資
料
室
、
現
在

の
大
学
文
書
資
料
室
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る

）
18
（

。

二　

『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
の
編
さ
ん
・
編
集
経
緯

　

本
章
で
は
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史　

一
八
七
一
～
二
〇
一
九
』（
以
下
、
本
書
）
が
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
刊
行
に
至
っ

た
の
か
を
見
て
行
く
。
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
触
れ
る
が
、
詳
し
く
は
三
で
述
べ
る
。
な
お
、
本
章
の
記
述
は
、

特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
本
室
の
事
務
室
が
管
理
し
て
い
る
法
人
文
書
、
あ
る
い
は
筆
者
の
手
元
資
料
に
よ
る
も
の
で
あ
る

）
19
（

。

（
一
）
大
学
文
書
資
料
室
の
改
組
と
年
史
編
さ
ん

　

本
書
が
編
さ
ん
さ
れ
る
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
四
月
の
大
学
文
書
資
料
室
（
以
下
、
資
料
室
）

の
改
組
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
資
料
室
の
名
古
屋
大
学
（
以
下
、
名
大
）
に
お
け
る
組
織
的
な
位
置
づ
け
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ

れ
ま
で
、
資
料
室
は
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
で
あ
っ
た
。
基
本
方
針
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
資
料
室
長
を
議
長
と
し
、
図
書

館
長
、
博
物
館
長
、
そ
し
て
学
内
の
部
局
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
委
員
（
講
師
以
上
の
教
員
）
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
大
学
文
書
資

料
室
運
営
委
員
会
で
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
、
総
長
を
議
長
と
し
、
部
局
長
会
の
メ
ン
バ
ー
等
か
ら
な
る
セ
ン
タ
ー
協
議
会
で
審
議

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
の
改
組
に
よ
っ
て
、
大
学
本
部
直
属
の
運
営
支
援
組
織
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
運
営
支
援
組
織

と
は
、
名
大
の
「
運
営
に
必
要
な
も
の
と
し
て
特
定
さ
れ
た
具
体
的
な
事
項
に
係
る
企
画
・
立
案
を
行
い
、
及
び
そ
の
業
務
を
処
理
す
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る
た
め
」（
名
古
屋
大
学
運
営
支
援
組
織
規
程
）
の
も
の
で
、
法
人
化
後
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
規
程
上
に
明
記
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
）。
室
長
も
、
そ
れ
ま
で
は
学
内
の
教
授
が
兼
務
し
て
い
た
が
、
役
員
会
（
大
学
の
最
高
意
思
決

定
機
関
）
を
構
成
す
る
理
事
の
一
人
が
兼
務
す
る
。
運
営
委
員
会
も
廃
止
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
協
議
会
で
の
審
議
も
な
く
な
っ
た
。
つ
ま

り
、
大
学
本
部
の
意
向
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
受
け
て
活
動
す
る
わ
け
で
あ
る
。
大
学
の
経
営
に
貢
献
す
る
こ
と
が
一
義
的
に
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
資
料
室
は
何
を
も
っ
て
大
学
の
経
営
に
貢
献
す
る
の
か
。
そ
の
一
つ
は
、
公
文
書
管
理
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
二
〇
一
一

年
に
「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
公
文
書
管
理
法
）
が
施
行
さ
れ
、
資
料
室
は
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
国
立
公
文
書
館
に
準

ず
る
施
設
（
法
律
用
語
と
し
て
は
「
国
立
公
文
書
館
等
」）
と
し
て
の
指
定
を
受
け
た
。
公
文
書
管
理
法
施
行
後
、
国
立
大
学
法
人
自

身
が
保
存
期
間
の
満
了
し
た
法
人
文
書
を
歴
史
資
料
と
し
て
保
存
・
公
開
す
る
に
は
、
国
立
公
文
書
館
等
と
し
て
の
指
定
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
国
立
公
文
書
館
が
受
け
入
れ
る
こ
と
が

可
能
な
文
書
の
量
に
は
限
り
が
あ
り
、
し
か
も
移
管
し
た
文
書
を
参
照
す
る
に
は
東
京
へ
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
公
文
書

管
理
法
施
行
時
、
指
定
施
設
を
設
置
し
た
国
立
大
学
法
人
は
少
数
で
あ
っ
た
が
、
名
大
は
日
本
の
基
幹
的
総
合
大
学
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
法
人
文
書
に
は
歴
史
的
価
値
の
高
い
も
の
が
多
く
あ
り
、
こ
れ
を
自
ら
保
存
・
公
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
資
料
室
が
指

定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
名
大
の
既
定
方
針
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
資
料
室
の
そ
れ
ま
で
の
機
能
の
う
ち
、
名
大
の
公
文
書
館
と
し
て
の
機
能
以
外
の
、
い
わ
ば
歴
史
資
料
館
と
し
て
の
機
能

は
ど
う
か
。
こ
の
機
能
が
大
学
経
営
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
の
か
は
、
公
文
書
館
機
能
に
比
べ
る
と
自
明
の
も
の
と
は
い
え
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
、
大
学
史
の
編
さ
ん
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
資
料
室
で
は
、
名
大
の
歴
史
に
関
わ
る
資
料
の
「
活
用
」

と
い
う
観
点
か
ら
名
大
史
の
調
査
・
研
究
を
行
い
、
名
大
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
刊
行
や
企
画
展
の
開
催
、
名
大
の
月
刊
広
報
誌
『
名
大
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ト
ピ
ッ
ク
ス
』
で
の
「
ち
ょ
っ
と
名
大
史
」
の
連
載
、
学
生
や
職
員
に
対
す
る
自
校
史
教
育
な
ど
の
形
で
、
そ
の
成
果
を
学
内
外
に
発

表
し
て
き
た

）
20
（

。
し
か
し
、
大
学
史
の
編
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
設
置
規
程
（
大
学
文
書
資
料
室
規
程
）
に
は
明
記
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（
文
書
館
）
の
本
来
的
な
機
能
に
、
親
機
関
（
当
該
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
設
置
し
た
機
関
、
資

料
室
の
場
合
は
名
大
）
の
年
史
編
さ
ん
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
筆
者
自
身
は
今
で
も
正
し
い
と
思
う
。
た
だ

し
そ
れ
は
、
資
料
室
が
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
本
来
的
な
機
能
の
み
に
よ
っ
て
活
動
す
べ
き
と
い
う
こ
と
は
意
味
し
な
い
。
ま
た
、
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
が
将
来
の
年
史
編
さ
ん
を
見
据
え
て
日
常
的
に
資
料
を
収
集
し
て
お
け
ば
、
後
の
年
史
は
大
掛
か
り
な
資
料
収
集
を
お
こ
な
わ

な
く
て
も
編
さ
ん
で
き
る
は
ず
だ
。
年
史
編
さ
ん
は
、
日
常
的
に
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
事
業
な
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
改
組
後
の
資
料
室
に
は
、「
歴
史
公
文
書
部
門
」
と
共
に
「
歴
史
資
料
・
大
学
史
編
纂
部
門
」
が
置
か
れ
、
後
者
が
年

史
編
さ
ん
に
か
か
わ
る
業
務
を
行
う
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た

）
21
（

。
改
組
時
に
、
歴
史
公
文
書
部
門
の
室
員
一
名
（
事
務
補
佐
員
、
週
三
〇

時
間
勤
務
）
が
増
員
さ
れ
、
専
任
教
員
（
筆
者
）
は
歴
史
資
料
・
大
学
史
編
纂
部
門
が
主
担
当
と
な
っ
た
（
た
だ
し
歴
史
公
文
書
部
門

に
も
副
担
当
と
し
て
引
き
続
き
関
わ
る
）。
ま
た
、
歴
史
資
料
・
大
学
史
編
纂
部
門
長
（
学
内
の
教
授
が
兼
務
）
に
は
、
そ
れ
ま
で
資

料
室
長
だ
っ
た
教
授
が
ス
ラ
イ
ド
し
た
。

　

こ
こ
で
い
う
「
大
学
史
編
纂
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
は
、
設
置
規
程
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
資
料
室
の
改
組
案
を
部

局
長
会
に
諮
る
こ
と
を
了
承
し
た
第
三
四
七
回
役
員
会
（
二
〇
一
三
年
九
月
九
日
）
に
提
出
さ
れ
た
文
書
「
運
営
支
援
組
織　

大
学
文

書
資
料
室
の
設
置
に
つ
い
て
（
案
）」
に
は
、
三
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
業
務
内
容
の
一
つ
と
し
て
「
一
〇
〇
年
史
編
纂
に
む
け
た
全
学

協
力
体
制
の
確
立
」
と
あ
る

）
22
（

。
そ
し
て
、
こ
の
「
一
〇
〇
年
史
編
纂
に
む
け
た
全
学
協
力
体
制
の
確
立
」
の
項
目
に
は
、「
一
〇
〇
年

史
の
編
纂
を
最
終
的
な
目
標
と
し
な
が
ら
も
、〔
中
略
〕
収
集
さ
れ
た
歴
史
的
資
料
等
を
用
い
て
本
学
の
歴
史
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・

分
析
を
継
続
的
に
行
う
ほ
か
、
各
部
局
の
部
局
史
等
の
作
成
支
援
を
行
う
。
と
く
に
本
学
は
、
五
〇
年
史
の
編
纂
直
後
か
ら
、
法
人
化
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を
は
じ
め
と
す
る
重
要
な
転
換
期
に
入
っ
て
お
り
、
五
〇
年
史
編
纂
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
そ
れ
以
後
の
歴
史
の
分
析
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、や
や
遠
い
将
来
に
属
す
る
一
〇
〇
年
史
編
さ
ん
事
業
（
創
立
一
〇
〇
周
年
は
二
〇
三
九
年
）
を
待
た
ず
、

今
の
う
ち
か
ら
『
五
十
年
史
』
以
後
の
大
転
換
期
の
歴
史
分
析
を
行
う
こ
と
も
課
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
書
の
編
さ
ん
も
、
こ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
言
え
る
。

（
二
）
一
〇
〇
年
史
に
向
け
て
の
取
り
組
み
か
ら
本
書
の
構
想
へ

　

改
組
後
の
資
料
室
で
は
、
室
会
議
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
一
〇
〇
年
史
の
編
さ
ん
向
け
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
検
討
を
始
め
た
。
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
度
に
お
い
て
は
、
主
に
二
つ
の
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
た
。
一
つ
は
、
二
〇
一
四

年
一
〇
月
に
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
編
『
歴
代
総
長
と
名
大
史
―
名
古
屋
大
学
七
五
年
の
軌
跡
―
』（
名
古
屋
大
学
発
行
）
を

刊
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
A
五
判
四
三
頁
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
小
冊
子
で
、
歴
代
の
総
長
も
し
く
は
前
身
学
校
の
主
な
校
長
一
人
に
つ
き
見
開
き
二

ペ
ー
ジ
を
割
き
、
右
側
の
ペ
ー
ジ
で
は
総
長
等
個
人
の
紹
介
や
在
任
時
代
の
事
績
を
文
章
で
示
し
、
左
側
の
ペ
ー
ジ
に
は
在
任
時
代
の

写
真
と
略
年
表
を
載
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月
の
第
一
〇
回
名
古
屋
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
の
入
場
者
へ
の
配

布
物
セ
ッ
ト
の
中
に
入
れ
ら
れ
、
約
四
〇
〇
〇
人
に
配
布
さ
れ
た
。
こ
の
小
冊
子
を
製
作
し
た
意
図
は
、
名
大
の
沿
革
史
へ
の
関
係
者

の
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
の
名
古
屋
大
学
創
立
七
〇
周
年
（
創
基
一
三
八
周
年
）
記
念

式
典
で
も
、
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
少
し
触
れ
た
図
録
『
知
と
創
造
の
拠
点　

名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
が
出
席
者
約
一
〇
〇
〇
人
全

員
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
図
録
は
、
略
年
表
は
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
歴
史
叙
述
ら
し
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
当

初
は
歴
史
叙
述
を
含
め
た
一
五
〇
頁
程
度
の
記
念
誌
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
の
い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
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を
受
け
て
創
立
七
〇
周
年
（
創
基
一
三
八
周
年
）
記
念
事
業
の
規
模
が
大
き
く
縮
小
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
や
む
な
く
六
三
頁
の
図
録

と
し
て
製
作
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
小
冊
子
に
は
、
そ
れ
を
少
し
で
も
補
う
意
味
も
あ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
、
な
ぜ
大
学
史
か
―
そ
の
意
義
と
展
望
―
」
を
開
催
し
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
の
は
、
一
〇
〇
年
史
編
さ
ん
へ
の
取
り
組
み
を
前
に
、
あ
ら
た
め
て
大
学
史
の
意
義

を
問
い
直
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
詳
し
い
内
容
は
『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
二
三
号
に

譲
る
が
、
日
本
の
大
学
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
寺
﨑
昌
男
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
の
基
調
講
演
、
瀬
戸
口
龍
一
氏
（
専
修
大

学
大
学
史
資
料
課
長
）、
吉
川
卓
治
教
授
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究
科
）、
西
山
伸
氏
（
京
都
大
学
大
学
文
書
資
料
館

教
授
）、
福
岡
猛
志
氏
（
日
本
福
祉
大
学
名
誉
教
授
）
の
コ
メ
ン
ト
の
後
、
寺
﨑
氏
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
四
人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
す
る

討
論
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
参
加
者
数
が
期
待
し
て
い
た
ほ
ど
で
は
な
く
、
行
事
と
し
て
は
成
功
し
た
と
は
言
い

切
れ
な
い
が
、
そ
の
内
容
が
本
書
の
編
さ
ん
に
与
え
た
影
響
は
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　

個
々
の
論
点
に
つ
い
て
は
主
に
本
稿
の
三
で
述
べ
る
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
後
、
創
立
一
〇
〇
周
年
を
待
つ
こ
と
な
く
年
史
を
編

さ
ん
す
る
構
想
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
四
年
一
一
月
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
直
後
の
資
料
室
の
室
会
議
（
室
長
、
部
門
長
、

室
員
、総
務
部
総
務
課
文
書
法
規
係
長
か
ら
構
成
さ
れ
る
会
議
）
に
お
い
て
、一
〇
〇
年
史
の
前
に
何
ら
か
の
形
で
名
大
の
歴
史
を
し
っ

か
り
と
ま
と
め
る
こ
と
の
検
討
に
着
手
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
が
本
書
の
端
緒
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
三
月
の
室
会
議
で
は
、

書
名
を
『
名
古
屋
大
学
八
〇
年
史
』（
仮
称
）
と
し
、
五
〇
年
史
と
一
〇
〇
年
史
の
中
間
形
態
と
し
て
、
用
途
の
広
い
三
〇
〇
頁
程
度

の
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
の
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
、筆
者
が
原
案
を
立
案
、室
会
議
等
で
議
論
の
う
え
、役
員
会
で
承
認
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

幅
広
い
用
途
が
想
定
で
き
る
三
〇
〇
頁
程
度
の
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
と
い
う
形
態
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
瀬
戸
口
龍
一

氏
の
コ
メ
ン
ト
で
紹
介
さ
れ
た
、専
修
大
学
の
歴
史
編
集
委
員
会
編
『
専
修
大
学
の
歴
史
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
九
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
、
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「
自
校
史
授
業
用
教
科
書
タ
イ
プ
」
の
年
史
と
い
う
概
念
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
資
料
室
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
全
学
教
育

科
目
「
名
大
の
歴
史
を
た
ど
る
」
を
開
講
し
て
き
て
い
た
が
、
創
立
五
〇
周
年
以
後
の
歴
史
を
含
め
た
名
大
史
全
体
を
俯
瞰
す
る
、
学

生
が
容
易
に
持
ち
運
べ
る
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
が
な
い
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
二
〇
一
五
年
五
月
の
室
会
議
に
、「
創
立
八
〇
周
年
記
念
沿
革
史
『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
―
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
呼
ぶ
自
由
闊
達

の
殿
堂
―
』（
仮
題
）
構
想
素
案
」（
第
一
次
案
）
が
提
出
さ
れ
、
同
年
度
の
室
会
議
等
で
検
討
を
重
ね
、
二
〇
一
六
年
一
月
の
検
討
を

踏
ま
え
た「
創
立
八
〇
周
年（
創
基
一
五
〇
周
年
）記
念
沿
革
史『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
―
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
呼
ぶ
自
由
闊
達
の
殿
堂
―
』（
仮

題
）
構
想
素
案
」（
第
七
次
案
）
を
当
面
の
成
案
と
し
た
（【
資
料
2
】）。
こ
の
内
容
の
根
幹
部
分
は
本
書
の
刊
行
ま
で
大
き
く
は
変
わ
っ

て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
本
書
の
基
本
構
想
と
な
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
第
一
次
案
か
ら
第
七
次
案
に
至
る
間
に
お
い
て
枠
組
み
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
第
一
次
案
で
は
、
本
文
三
〇
〇
頁
、

そ
の
他
の
部
分
を
含
め
て
も
上
限
三
五
〇
頁
の
も
の
一
冊
を
想
定
し
、
章
構
成
例
も
六
章
の
う
ち
一
～
五
章
は
『
五
十
年
史
』
の
記
述

に
基
づ
き
、
一
九
九
〇
年
以
降
の
記
述
は
六
章
の
み
と
さ
れ
て
い
た
。
六
章
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
資
料
調
査
や
聴
き
取
り
が
必
要

と
は
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
ペ
ー
ジ
数
と
し
て
は
少
な
い
。
歴
史
叙
述
が
省
か
れ
た
、
前
述
の
創
立
七
〇
周
年
図
録
『
知
と
創
造
の
拠

点
』
を
補
完
す
る
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
ず
っ
て
い
る
。
刊
行
も
二
〇
一
八
年
度
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
と
早
め
に
設
定
さ
れ

て
い
た
。
つ
ま
り
、
一
〇
〇
年
史
編
さ
ん
に
向
け
て
の
資
料
調
査
や
聴
き
取
り
の
呼
び
水
と
い
う
性
格
も
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し

第
七
次
案
で
は
、
各
二
五
〇
頁
程
度
の
上
・
下
巻
か
ら
な
る
と
さ
れ
、
総
頁
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
巻
は
『
五
十

年
史
』
に
基
づ
く
が
、
下
巻
は
一
九
九
〇
年
以
降
の
記
述
の
み
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
刊
行
予
定
も
、
第
一
次
案
よ
り
二
年

先
の
二
〇
二
〇
年
度
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
に
延
ば
さ
れ
た
。
一
九
九
〇
年
以
降
の
記
述
に
つ
い
て
は
、『
知
と
創
造
の
拠
点
』
を
補

完
す
る
も
の
と
い
う
性
格
を
完
全
に
脱
し
、
記
念
誌
か
ら
年
史
へ
と
枠
組
み
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
A
五
判
の
ソ
フ
ト
カ
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バ
ー
、
見
開
き
二
頁
に
最
低
一
つ
は
図
表
を
入
れ
、
学
術
的
な
評
価
と
一
般
的
な
読
者
を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
、『
五
十
年
史
』
や
将

来
の
一
〇
〇
年
史
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
に
す
る
と
い
う
方
針
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

資
料
室
で
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
の
役
員
懇
談
会
に
、
構
想
素
案
第
七
次
案
を
簡
略
化
し
た
資
料
と
刊
行
ま
で
の
工
程
表
案
を
提
出

し
、「
創
立
八
〇
周
年
（
創
基
一
五
〇
周
年
）
記
念
沿
革
史
」
の
刊
行
計
画
の
立
案
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
了
承
を
得
た
。
そ
の
際
、

松
尾
清
一
総
長
か
ら
、
他
の
創
基
一
五
〇
周
年
記
念
事
業
と
の
連
動
に
留
意
す
る
よ
う
に
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
実
は
、
構
想
素
案
第

一
次
案
か
ら
第
七
次
案
に
至
る
間
に
、
名
称
が
「
創
立
八
〇
周
年
記
念
沿
革
史
」
か
ら
「
創
立
八
〇
周
年
（
創
基
一
五
〇
周
年
）
記
念

沿
革
史
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
名
大
が
創
基
一
五
〇
周
年
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
記

念
事
業
は
、
最
終
的
に
は
創
立
八
〇
周
年
（
二
〇
一
九
年
）、
創
基
一
五
〇
周
年
（
二
〇
二
一
年
）、
豊
田
講
堂
・
名
大
祭
六
〇
周
年

（
二
〇
二
〇
年
）
を
記
念
す
る
周
年
記
念
事
業
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

N
U
 M
I
R
A
I
」
と
な
っ
た
。
本
書
も
こ
の
事
業
の
一
環
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

二
〇
一
六
年
度
に
入
り
、
本
書
の
刊
行
形
態
が
問
題
と
な
っ
た
。
前
述
の
構
想
素
案
第
一
次
案
で
も
、
①
『
五
十
年
史
』
と
同
様
に

名
古
屋
大
学
が
編
集
・
刊
行
す
る
、
②
名
古
屋
大
学
は
編
集
ま
で
と
し
、
出
版
社
が
定
価
を
つ
け
て
刊
行
す
る
、
と
い
う
二
案
が
併
記

さ
れ
て
い
た
が
、
第
七
次
案
で
は
②
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
①
は
、
年
史
と
し
て
は
一
般
的
な
形
態
だ
が
、
大
学
の
経
費
費
負
担
が
大

き
く
な
る
。
ま
た
、
大
学
が
販
売
す
る
こ
と
は
、
営
利
活
動
に
該
当
す
る
た
め
で
き
な
い
。
こ
の
頃
、
国
立
大
学
法
人
の
収
益
事
業
へ

の
規
制
が
緩
和
さ
れ
る
動
き
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
大
量
の
在
庫
を
抱
え
る
と
い
う
リ
ス
ク
は
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
法
人
化
後
の
国

立
大
学
は
社
会
か
ら
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
学
史
は
大
学
関
係
者
だ
け
に
普
及
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

る
。
た
だ
、
②
を
選
択
す
る
場
合
で
も
、
名
大
が
出
版
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
負
担
し
、
そ
の
う
え
で
出
版
さ
れ
た
年
史
の
一
部
を

買
い
取
る
と
い
う
方
式
は
、
利
益
相
反
に
当
た
る
た
め
で
き
な
い
と
い
う
。
大
学
が
買
い
取
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
大
学
関
係
者
へ
の
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無
償
頒
布
が
で
き
ず
、
そ
れ
も
困
る
。
結
局
、
最
終
決
定
は
保
留
す
る
が
、
基
本
的
に
は
②
を
選
択
し
、
名
大
は
出
版
に
関
わ
る
費
用

を
一
切
負
担
し
な
い
方
向
で
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
三
）
編
さ
ん
・
編
集
体
制

　

そ
の
後
、
役
員
懇
談
会
、
教
育
研
究
評
議
会
、
部
局
長
会
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
役
員
会
の
議
を
経
て
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）

年
一
〇
月
一
八
日
に
「
名
古
屋
大
学
創
立
八
〇
周
年
記
念
史
編
纂
委
員
会
規
程
」（【
資
料
3
】）
が
制
定
さ
れ
、
同
年
一
一
月
一
日
に

施
行
さ
れ
た
。
編
纂
委
員
会
は
、
部
局
長
会
の
構
成
員
（
総
長
、
常
勤
理
事
、
副
総
長
、
部
局
の
長
、
事
務
局
長
な
ど
）、
資
料
室
長
、

資
料
室
部
門
長
（
二
名
）
を
委
員
と
し
、
総
長
が
委
員
長
、
資
料
室
長
が
副
委
員
長
と
な
る
。
審
議
事
項
は
、
本
書
の
「
編
集
の
基
本

方
針
」、「
史
料
調
査
の
方
針
」、
そ
の
他
の
「
重
要
事
項
」
と
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
編
纂
委
員
会
の
下
に
編
集
専
門
委
員
会
が
置
か
れ
た
。
編
集
専
門
委
員
会
に
つ
い
て
は
、「
名
古
屋
大
学
創
立
八
〇
周
年

記
念
史
編
集
専
門
委
員
会
内
規
」（【
資
料
4
】）
が
編
纂
委
員
会
規
程
と
同
日
に
施
行
さ
れ
た
。
編
集
専
門
委
員
会
は
、
本
書
の
「
編

集
及
び
執
筆
」、「
史
料
調
査
、
収
集
」
な
ど
の
「
業
務
」
を
行
う
。
構
成
員
は
、
資
料
室
長
、
資
料
室
歴
史
資
料
・
大
学
史
編
纂
部
門

長
、
資
料
室
員
（
教
員
）、
名
大
の
教
員
若
干
名
、「
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
者
」
を
委
員
と
し
、
資
料
室
長
が
委
員
長
、
部
門
長

が
副
委
員
長
を
務
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

　

二
〇
一
九
年
度
か
ら
は
、
名
大
の
審
議
機
関
等
の
改
編
に
伴
い
編
纂
委
員
会
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
役
割
は
教
育
研
究
評
議
会
総
務
分

科
会
が
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
総
務
分
科
会
は
、
理
事
（
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
は
副
総
長
）
ま
た
は
事
務
局
長
（
二
〇
二
〇
年
度
か

ら
は
運
営
局
長
）
の
う
ち
総
長
が
指
名
し
た
者
、
研
究
科
長
ま
た
は
研
究
科
長
が
指
名
し
た
教
員
、
附
置
研
究
所
長
ま
た
は
附
置
研
究

所
長
が
指
名
し
た
大
学
教
員
、
事
務
局
（
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
は
運
営
局
）
の
部
長
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
分
科
会
長
は
委
員
と
な
っ



19

た
理
事
（
副
総
長
）
ま
た
は
事
務
局
長
（
運
営
局
長
）
の
う
ち
か
ら
総
長
が
指
名
す
る
。
た
だ
、
総
務
分
科
会
規
程
に
は
、
本
書
の
審

議
に
関
わ
る
条
文
は
な
く
、
編
集
専
門
委
員
会
と
の
関
係
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
総
務
分
科
会
が
本
書
の
何
を
審
議
す
る
か
が
不
明

確
に
な
り
、
編
集
専
門
委
員
会
の
独
立
性
が
高
ま
っ
た
と
言
え
る

）
23
（

。

　

編
集
専
門
委
員
会
の
委
員
は
【
資
料
5
】
の
通
り
で
あ
る
。
委
員
長
は
、理
事
・
事
務
局
長
が
資
料
室
長
に
就
く
こ
と
が
慣
例
に
な
っ

て
い
た
た
め
（
規
程
上
は
名
大
の
役
員
の
う
ち
の
一
名
、
二
〇
二
〇
年
度
以
降
は
東
海
国
立
大
学
機
構
の
理
事
又
は
機
構
長
補
佐
の
う

ち
の
一
名
）、
理
事
・
事
務
局
長
が
交
代
す
る
ご
と
に
代
わ
っ
て
い
る
。
副
委
員
長
は
、
こ
の
間
一
貫
し
て
部
門
長
で
あ
っ
た
吉
川
卓

治
教
授
（
高
等
教
育
史
）
で
あ
っ
た
。
吉
川
教
授
は
、
自
ら
多
く
の
原
稿
を
執
筆
す
る
と
同
時
に
、
編
集
専
門
委
員
会
に
お
け
る
教
員

の
首
座
と
し
て
、
本
書
の
編
集
を
学
術
的
に
統
括
し
た
。

　

そ
の
他
の
委
員
は
、
設
置
当
初
は
伊
藤
彰
浩
教
授
（
高
等
教
育
史
）、
羽
賀
祥
二
教
授
（
の
ち
名
誉
教
授
、
日
本
近
代
史
）、
堀
田
慎

一
郎
特
任
助
教
（
資
料
室
員
）
で
、
こ
れ
に
吉
川
副
委
員
長
を
加
え
た
四
名
は
、
か
ね
て
よ
り
本
書
の
編
さ
ん
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た

）
24
（

。

　

二
〇
一
七
年
一
月
に
は
、
辻
篤
子
特
任
教
授
が
委
員
に
加
わ
っ
た
。
辻
特
任
教
授
は
、
新
聞
社
で
科
学
報
道
に
長
年
従
事
し
て
き
た

こ
と
か
ら
、
大
学
と
科
学
研
究
、
科
学
政
策
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
の
就
任
で
あ
っ
た
。

同
年
七
月
に
は
、
隠
岐
さ
や
香
教
授
（
科
学
史
）、
齋
藤
芳
子
助
教
（
科
学
社
会
学
）
が
委
員
と
な
っ
た
。
隠
岐
教
授
に
は
、
と
り
わ

け
科
学
史
研
究
の
立
場
か
ら
の
提
言
を
依
頼
し
た
。
齋
藤
助
教
に
は
、
特
に
下
巻
に
お
け
る
名
大
の
理
系
を
中
心
と
す
る
研
究
の
動
向

に
関
わ
る
原
稿
の
執
筆
を
依
頼
し
た
。
本
書
は
通
史
で
は
あ
る
が
、
単
な
る
沿
革
史
で
は
な
く
、『
五
十
年
史
』
で
は
主
に
部
局
史
に

記
述
さ
れ
た
、
名
大
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
も
盛
り
込
む
こ
と
を
方
針
と
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
特
に
下
巻
の
時
代
に
お
い
て
は
、
研

究
の
動
向
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
沿
革
も
描
け
な
い
。
こ
れ
は
、
当
初
の
委
員
だ
け
で
は
難
し
い
た
め
、
辻
・
隠
岐
・
齋
藤
の
三
委
員
を
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増
員
し
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
九
年
四
月
に
は
、
恒
川
和
久
准
教
授
（
現
教
授
、
建
築
計
画
学
）
が
加
わ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
に
関
わ
る
原
稿
を
お

願
い
す
る
た
め
だ
が
、
特
に
下
巻
で
扱
う
時
期
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
来
る
た

め
、名
大
に
お
い
て
ま
さ
に
こ
れ
に
従
事
し
て
き
た
知
見
が
必
要
で
あ
っ
た
。
最
後
に
同
年
八
月
に
加
わ
っ
た
の
が
、二
一
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
の
名
大
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
、
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
に
関
わ
る
原
稿
を
依
頼
し
た
榊
原
千
鶴
教
授
（
女
性
教
育
史
）

で
あ
る
。
榊
原
教
授
は
、
男
女
共
同
参
画
室
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
こ
の
問
題
に
関
わ
っ
て
き
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
本
書
の
編
さ
ん
・
編
集
体
制
で
あ
る
が
、
本
稿
一
（
一
）
で
概
要
を
述
べ
た
『
五
十
年
史
』
の
そ
れ
と
は
か
な
り
異

な
っ
て
い
る
。『
五
十
年
史
』
の
編
集
委
員
会
は
、
全
学
か
ら
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
本
書
の
編
纂
委
員
会
（
の

ち
総
務
分
科
会
）
と
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
、
本
書
の
編
纂
委
員
会
は
、
審
議
事
項
か
ら
し
て
も
、
部
局
か
ら
の
委
員
が
部
局
の
長
も

し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
教
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
機
能
的
に
は
名
古
屋
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会
に
近
い
。
そ
も

そ
も
『
五
十
年
史
』
の
編
集
委
員
会
は
専
門
委
員
会
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
本
書
に
お
け
る
編
集
専
門
委
員
会

に
近
い
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
異
な
る
部
分
も
大
き
い
。
ま
ず
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
五
十
年
史
』
の
編
集
委
員
会

は
全
学
的
な
体
制
を
敷
い
て
い
た
が
、
本
書
の
編
集
専
門
委
員
会
は
と
て
も
そ
う
は
言
え
ず
、
人
数
的
に
も
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
少

な
い
。
ま
た
『
五
十
年
史
』
で
は
、
三
～
四
名
の
専
任
教
員
を
擁
し
、
部
局
か
ら
も
多
く
の
兼
務
室
員
が
出
て
、
原
稿
の
執
筆
等
の
編

集
実
務
に
当
た
っ
た
編
集
室
が
置
か
れ
て
い
た
。
本
書
の
編
集
専
門
委
員
会
は
、『
五
十
年
史
』
の
編
集
委
員
会
と
編
集
室
を
合
わ
せ

た
よ
う
な
存
在
と
も
い
え
る
が
、
そ
の
体
制
は
比
較
な
ら
な
い
。
ま
た
、
内
規
に
よ
る
と
、
本
書
の
編
集
専
門
委
員
会
の
庶
務
は
、
総

務
部
総
務
課
（
二
〇
二
〇
年
度
以
降
は
管
理
部
総
務
課
）
の
協
力
を
得
て
、
資
料
室
が
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
資
料
室

が
『
五
十
年
史
』
の
編
集
室
の
機
能
を
期
待
さ
れ
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
資
料
室
に
は
本
書
の
た
め
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
は
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配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
通
常
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
の
作
業
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
少
し
言
い
過
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
書
は
大
学
本
部
の
意
向
を
受
け
て
全
学
的
な
枠
組
み
で
編
さ
ん
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
編
集
に
つ
い
て
は
資
料
室
と
学
内
の
有
志
に
よ
る
体
制
と
表
現
す
る
方
が
実
態
に
合
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、『
五
十
年
史
』
と
本
書
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
、
編
さ
ん
物
と
し
て
の
規
模
が
大
き
く
異
な
る
。

『
五
十
年
史
』は
、通
史
が
二
冊
合
わ
せ
て
一
七
二
九
頁
、部
局
史
の
二
冊
も
入
れ
る
と
三
五
七
四
頁
に
及
ぶ
。
こ
れ
に
対
し
本
書
は
、上
・

下
合
わ
せ
て
も
五
四
一
頁
で
あ
る
。こ
れ
に
加
え
て
、一
頁
あ
た
り
の
文
字
数
も
、『
五
十
年
史
』は
五
二
字
程
度
×
一
九
行
な
の
に
対
し
、

本
書
は
三
九
字
×
二
〇
行
と
八
割
弱
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
書
は
読
み
や
す
さ
を
担
保
す
る
べ
く
、
上
部
に
図
表
専
用
の
欄
を
設
け
た

た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
史
料
調
査
の
問
題
も
あ
る
。『
五
十
年
史
』
で
は
、
資
料
室
の
よ
う
な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（
文
書
館
）
が
な
か
っ
た
た
め
、
全

く
ゼ
ロ
か
ら
資
料
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。こ
れ
に
対
し
本
書
の
編
さ
ん
時
に
は
、何
よ
り
も
資
料
室
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。『
五
十

年
史
』
編
さ
ん
後
の
資
料
が
か
な
り
体
系
的
に
収
集
・
移
管
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、事
務
組
織
等
が
管
理
し
て
い
る
公
文
書
（
現

用
文
書
）
に
つ
い
て
も
、『
五
十
年
史
』
編
さ
ん
時
と
は
異
な
り
、
そ
の
全
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

）
25
（

。
ま
た
、
字

数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、『
五
十
年
史
』
に
比
べ
れ
ば
、
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
史
料
の
数
も
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
違
い
を
割
り
引
い
て
も
、
本
書
の
編
さ
ん
・
編
集
体
制
が
弱
体
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ

れ
を
承
知
し
つ
つ
、
こ
の
体
制
で
進
め
た
理
由
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、
大
学
は
最
小
限

の
負
担
で
年
史
が
編
纂
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
。
二
つ
目
は
、
あ
ま
り
体
制
を
拡
大
し
す
ぎ
る
こ
と
で
、
重
厚
な
年
史
で
あ
る

一
〇
〇
年
史
へ
の
あ
り
方
に
影
響
が
出
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
本
書
は
、
学
術
的
な
評
価
に
た
え
う
る
体
系
的
な
通
史
と
し
て
の
大
学

史
と
一
般
書
と
し
て
の
読
み
や
す
さ
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
に
腐
心
し
、こ
れ
に
一
定
程
度
成
功
し
た
と
自
負
し
て
い
る
が
、そ
う
は
い
っ
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て
も
後
者
と
引
き
換
え
に
前
者
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
部
分
は
当
然
あ
る
。
前
者
を
十
全
に
備
え
た
一
〇
〇
年
史
と
本
書
の

差
別
化
は
、
常
に
留
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
三
つ
目
は
、
あ
ま
り
執
筆
者
を
増
や
す
と
、
原
稿
の
内
容
や
文
体
の
ば
ら
つ
き
を
統

一
す
る
作
業
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。『
五
十
年
史
』
の
よ
う
な
大
部
の
年
史
に
比
べ
る
と
、
本
書
は
読
者
が
全
て
を
読
み
通
す
こ
と

が
よ
り
多
く
想
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
問
題
は
死
活
的
で
あ
る
。

（
四
）
刊
行
へ
の
道

　

編
さ
ん
体
制
が
定
ま
っ
た
後
は
、
室
会
議
や
編
集
専
門
委
員
会
、
執
筆
予
定
者
に
よ
る
作
業
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
重
ね
つ
つ
、

役
員
懇
談
会
に
途
中
経
過
を
報
告
し
な
が
ら
、
章
節
構
成
や
執
筆
担
当
、
編
集
方
針
な
ど
の
検
討
を
進
め
た
。
同
時
に
資
料
室
で
は
、

法
人
化
前
の
評
議
会
及
び
法
人
化
後
の
役
員
会
の
議
事
録
、『
名
古
屋
大
学
学
報
』、『
名
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
』、
主
要
新
聞
掲
載
の
名
大
関

係
記
事
、
な
ど
の
目
次
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
作
業
を
進
め
た
。
ま
た
、
評
議
会
・
役
員
会
の
議
事
録
、『
名
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
』
な
ど
の
重

要
資
料
に
つ
い
て
は
、
本
部
で
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
時
期
の
も
の
は
、
現
物
を
借
用
し
て
独
自
に
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

を
お
こ
な
っ
た
。
こ
う
し
た
基
礎
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、後
に
原
稿
を
執
筆
す
る
う
え
で
極
め
て
貴
重
な
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、

原
稿
の
作
成
に
入
っ
た
後
も
、
執
筆
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
、
資
料
の
収
集
や
資
料
の
数
値
を
取
り
ま
と
め
て
表
や
グ
ラ
フ
に
ま
と

め
る
作
業
を
、
資
料
室
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
こ
な
っ
た
。

　

そ
し
て
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
二
月
二
〇
日
、前
日
の
役
員
懇
談
会
の
承
認
を
経
た
う
え
で
、第
一
回
編
纂
委
員
会
を
開
催
し
た
。

こ
こ
で
編
集
方
針
で
あ
る
「
名
古
屋
大
学
創
立
八
〇
周
年
記
念
史
の
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
（
案
）」
が
審
議
さ
れ
、こ
れ
が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
「
名
古
屋
大
学
創
立
八
〇
周
年
記
念
史
の
編
さ
ん
に
つ
い
て
」（【
資
料
6
】）
は
、
そ
の
後
本
書
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
編
集
方
針

と
し
て
維
持
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
刊
行
ま
で
の
工
程
表
も
参
考
資
料
と
し
て
提
示
し
た
。
章
節
構
成
案
と
執
筆
担
当
予
定
者
に
つ
い
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て
は
、
こ
れ
か
ら
大
き
く
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
構
成
案
は
章
ま
で
の
も
の
と
し
、
こ
の
段
階
で
は
執
筆
担
当
予
定
者

は
明
示
し
な
か
っ
た
。

　

編
集
方
針
が
確
定
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
吉
川
卓
治
教
授
と
筆
者
が
名
古
屋
大
学
出
版
会
を
訪
問
し
、
刊
行
方

式
や
本
書
の
形
式
な
ど
の
打
診
を
お
こ
な
っ
た
。
同
出
版
会
と
は
、
本
書
の
刊
行
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
二
〇
一
六
年
六
月
の

段
階
で
一
度
相
談
を
持
ち
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
来
の
面
談
で
あ
っ
た
。
一
八
年
五
月
か
ら
は
、
同
出
版
会
の
橘
宗
吾
編

集
部
長
と
三
原
大
地
編
集
部
員
が
執
筆
予
定
者
に
よ
る
作
業
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
様
々
な
意
見
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
入
稿
に
先
立
っ
て
原
稿
案
の
予
備
校
訂
も
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。
契
約
を
結
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
書

を
同
出
版
会
か
ら
刊
行
し
、
一
般
書
籍
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
既
定
路
線
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
名
大
と
同
出
版
会
と
の

間
で
、
名
大
は
出
版
費
用
を
負
担
せ
ず
、
そ
の
代
わ
り
初
版
の
五
〇
〇
部
を
買
い
取
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
八
年
度
に
入
る
と
、
室
会
議
へ
報
告
し
つ
つ
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
や
個
別
の
打
ち
合
わ
せ
を
お
こ
な
い
、
各
執
筆
予
定

者
が
節
の
下
の
項
目
（
小
見
出
し
）
案
を
持
ち
寄
っ
て
詳
細
な
目
次
案
の
検
討
を
進
め
た
。
ま
た
、
筆
者
が
サ
ン
プ
ル
原
稿
を
提
示
し

つ
つ
執
筆
要
領
を
固
め
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
頁
を
三
九
字
×
二
〇
行
と
し
、
本
文
の
上
部
に
図
表
欄
を
設
け
、
少
な
く
と
も
見

開
き
二
頁
の
ど
ち
ら
か
に
図
表
を
掲
載
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
一
八
年
の
夏
か
ら
各
執
筆
者
が
本
格
的
な
原

稿
の
作
成
作
業
に
入
っ
た
。
そ
の
た
め
編
集
専
門
委
員
会
は
、
一
八
年
六
月
の
第
三
回
以
降
、
原
稿
が
出
揃
う
ま
で
開
催
さ
れ
ず
、
そ

の
間
の
各
種
の
調
整
は
、
原
稿
執
筆
者
に
よ
る
作
業
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
や
個
別
の
打
ち
合
わ
せ
で
お
こ
な
い
、
状
況
を
室
会
議
に

報
告
し
、
指
示
を
仰
ぐ
形
に
な
っ
た
。

　

二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
に
入
り
、
二
月
の
役
員
懇
談
会
、
三
月
の
部
局
長
会
（
編
纂
委
員
会
と
構
成
は
ほ
ぼ
同
じ
）
で
、
進
捗

状
況
を
報
告
し
た
。
こ
の
時
に
は
、
一
番
下
の
項
目
（
小
見
出
し
）
を
含
め
た
細
目
次
案
や
、
一
節
分
の
サ
ン
プ
ル
原
稿
を
提
示
し
た
。
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ま
た
こ
の
時
、
前
年
六
月
の
第
三
回
編
集
専
門
委
員
会
で
定
め
た
工
程
表
も
示
し
た
。
こ
の
工
程
表
で
は
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年

九
月
を
原
稿
の
最
終
締
め
切
り
と
し
、
学
内
で
の
内
容
チ
ェ
ッ
ク
や
レ
イ
ア
ウ
ト
等
の
検
討
を
経
て
入
稿
、
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
校
正

に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
実
際
に
は
、す
で
に
こ
の
頃
に
は
こ
の
工
程
表
通
り
に
進
め
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

前
述
の
よ
う
な
編
さ
ん
・
編
集
体
制
の
問
題
と
と
も
に
、
筆
者
個
人
に
引
き
付
け
て
い
え
ば
、
上
巻
の
原
稿
に
思
い
の
手
間
取
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
上
巻
は
、『
五
十
年
史
』
刊
行
以
降
の
新
し
い
成
果
や
状
況
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
単
な
る
『
五
十
年
史
』
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
『
五
十
年
史
』
の
記
述
が
基
本
と
な
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
の
時
間
は
か
か
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
し

か
し
実
際
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
『
五
十
年
史
』
と
本
書
の
上
巻
と
で
は
記
述
の
密
度
に
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
差
が
あ
る
だ
け
で

は
な
く
、
目
次
構
成
も
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
記
述
の
圧
縮
と
選
択
を
し
な
が
ら
、
一
つ
の
通
史
と
し
て
ま
と
め
て
い
く
作
業
は
考

え
て
い
た
以
上
に
大
変
で
あ
っ
た
。
上
巻
を
仕
上
げ
て
か
ら
下
巻
の
原
稿
に
取
り
か
か
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
全
て
を
書
き
下
ろ

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
下
巻
の
原
稿
が
書
け
な
い
ま
ま
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
た
め
、筆
者
が
各
執
筆
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
役
割
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、そ
れ
が
他
の
執
筆
者
の
原
稿
の
遅
れ
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

多
く
の
執
筆
担
当
を
抱
え
る
筆
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
二
〇
一
九
年
に
入
っ
て
か
ら
担
当
を
依
頼
し
た
原
稿
執
筆
者
も
お
り
、

原
稿
の
締
め
切
り
を
延
ば
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
当
初
の
刊
行
予
定
の
一
年
前
、
二
〇
二
〇
年
三
月
の
時
点
で
も
、
上
巻
の
原
稿
は
ほ
ぼ
揃
っ
て
い
た
も
の
の
、
下
巻
の
方

は
半
分
以
上
の
原
稿
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
度
に
入
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
が
拡
大
し
、思
う
よ
う
に
大
学
に
出
て
来
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
遂
に
二
〇
二
〇
年
五
月
の
室
会
議
で
は
、

二
〇
二
〇
年
度
中
の
刊
行
は
困
難
と
の
見
通
し
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
実
質
的
に
二
〇
二
一
年
三
月
の
刊
行
は
な
く
な
っ
た
。
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こ
の
間
、
い
ち
早
く
当
初
の
担
当
原
稿
を
提
出
済
み
で
あ
っ
た
吉
川
副
委
員
長
が
、
未
提
出
箇
所
の
一
部
を
引
き
受
け
る
な
ど
の
テ
コ

入
れ
を
お
こ
な
っ
た
も
の
の
、
全
て
の
原
稿
が
出
揃
う
見
通
し
が
立
ち
、
二
〇
二
二
年
三
月
刊
行
に
向
け
て
の
工
程
表
が
示
さ
れ
た
の

は
、
よ
う
や
く
二
〇
二
二
年
四
月
の
室
会
議
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
最
も
原
稿
の
提
出
が
遅
れ
た
一
人
で
あ
り
、
吉
川
副
委
員
長
は
じ

め
早
く
に
提
出
を
い
た
だ
い
た
執
筆
者
の
方
々
、
刊
行
予
定
の
延
期
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
た
名
古
屋
大
学
出
版
会
に
は
、
あ
ら
た
め

て
お
詫
び
す
る
。

　

も
っ
と
も
、
二
〇
二
二
年
三
月
刊
行
に
向
け
て
の
工
程
表
も
か
な
り
の
強
行
軍
で
あ
り
、
全
体
を
通
し
て
の
読
み
合
わ
せ
に
も
最
低

限
の
時
間
し
か
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
来
、
こ
う
し
た
読
み
合
わ
せ
に
は
執
筆
者
が
参
加
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
執

筆
者
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
名
大
か
ら
は
吉
川
部
門
長
と
筆
者
、
そ
し
て
名
古
屋
大
学
出
版
会
の
橘
宗
吾
編
集
部
長
、
三

原
大
地
編
集
部
員
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
結
果
を
執
筆
者
に
伝
え
る
形
に
な
っ
た
。
そ
し
て
入
稿
前
の
原
稿
案
を
、
二
〇
二
一
年
六

月
八
日
の
編
集
専
門
委
員
会
、
六
月
二
二
日
の
教
育
研
究
評
議
会
総
務
分
科
会
で
審
議
し
た
。
こ
の
時
の
原
稿
案
も
、
ま
だ
図
表
欄
に

載
せ
る
写
真
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
本
文
も
入
稿
前
の
最
終
修
正
が
入
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
部
局
持
ち
帰
り
と

し
、
七
月
二
七
日
に
改
め
て
審
議
し
た
総
務
分
科
会
で
は
様
々
な
貴
重
な
意
見
が
出
て
、
そ
の
多
く
を
原
稿
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
し
て
八
月
二
日
の
運
営
会
議
（
東
海
国
立
大
学
機
構
設
置
前
の
役
員
会
に
相
当
）
に
報
告
し
、
そ
の
承
認
を
得
た
。
こ
れ
ら
と

併
行
し
て
、
筆
者
が
掲
載
写
真
の
選
定
作
業
、
巻
末
掲
載
資
料
・
年
表
の
作
成
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
七
月
末
に
各
執
筆
者
か
ら
最
終

的
な
入
稿
原
稿
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
筆
者
が
取
り
ま
と
め
て
、
工
程
表
の
通
り
八
月
中
旬
に
名
古
屋
大
学
出
版
会
に
入
稿
し
た
。

　

そ
の
後
、
初
校
が
出
て
く
る
と
、
一
一
月
二
日
の
第
五
回
編
集
専
門
委
員
会
で
こ
れ
を
審
議
し
た
。
こ
の
時
、
名
古
屋
大
学
出
版

会
の
意
向
も
参
考
に
し
つ
つ
、
本
書
の
正
式
な
書
名
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
名
古
屋
大
学
編
『
名
古
屋
大
学
の
歴
史　

一
八
七
一
～
二
〇
一
九
』
と
し
て
総
務
分
科
会
に
提
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、「
二
〇
一
九
」
と
「
二
〇
二
一
」



26

の
ど
ち
ら
が
よ
い
か
が
議
論
に
な
っ
た
。
当
初
の
申
し
合
わ
せ
で
、
記
述
は
基
本
的
に
二
〇
一
九
年
ま
で
と
い
う
こ
と
に
は
な
っ
て
い

た
が
、
事
項
の
性
格
上
そ
れ
以
降
に
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
っ
た
箇
所
も
あ
る
し
、
終
章
の
「
こ
れ
か
ら
の
名
古
屋
大
学
」
で
は
間
違
い

な
く
二
〇
二
一
年
ま
で
の
こ
と
に
触
れ
ら
れ
る
は
ず
で
、
そ
れ
な
ら
創
基
一
五
〇
年
が
よ
く
分
か
る
「
一
八
七
一
～
二
〇
二
一
」
の
方

が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
や
は
り
内
容
に
最
も
忠
実
な
「
二
〇
一
九
」
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
編
者

名
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
年
史
の
場
合
は
編
纂
委
員
会
が
編
者
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
書
の
場
合
編
纂
委
員
会
は
廃
止
さ
れ
、

そ
れ
に
代
わ
る
総
務
分
科
会
編
で
は
不
自
然
で
あ
る
。
一
方
、
編
集
専
門
委
員
会
編
で
は
名
大
全
体
の
企
画
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
づ

ら
く
な
る
た
め
、
シ
ン
プ
ル
に
「
名
古
屋
大
学
編
」
と
し
た
。
な
お
、
終
章
に
つ
い
て
は
、
初
校
が
出
た
段
階
で
松
尾
清
一
総
長
に
執

筆
を
依
頼
し
、
多
忙
を
極
め
る
な
か
で
原
稿
を
お
書
き
い
た
だ
い
た
。
最
後
に
、
一
二
月
二
八
日
（
部
局
持
ち
帰
り
）、
翌
二
〇
二
二

年
一
月
二
五
日
の
総
務
分
科
会
、
一
月
三
一
日
の
運
営
会
議
で
再
校
と
書
名
を
審
議
し
、
本
書
の
内
容
が
最
終
的
に
承
認
さ
れ
た
。

三　

『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
の
概
要
と
課
題

　

本
章
で
は
、
本
書
『
名
古
屋
大
学
の
歴
史　

一
八
七
一
～
二
〇
一
九
』
の
概
要
と
そ
の
特
徴
、
そ
し
て
名
大
の
年
史
編
さ
ん
事
業
に

残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
、『
五
十
年
史
』
や
他
大
学
の
年
史
な
ど
と
比
較
し
つ
つ
述
べ
る
。
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（
一
）
概
要
と
特
徴

1
．
全
体

　

本
書
は
五
四
一
頁
（
上
が
二
六
〇
頁
、
下
が
二
八
一
頁
）
か
ら
な
り
、
そ
の
ほ
か
に
上
（
以
下
、
上
巻
）・
下
（
以
下
、
下
巻
）
そ

れ
ぞ
れ
に
年
表
と
参
考
文
献
一
覧
が
、
下
巻
の
巻
末
に
は
四
つ
の
資
料
（
学
部
等
の
沿
革
図
、
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
等
の
沿
革
図
、

名
古
屋
大
学
憲
章
の
全
文
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
・
文
化
勲
章
等
受
章
者
一
覧
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

本
文
（「
序
」、「
あ
と
が
き
」
を
除
く
）
の
節
ま
で
の
目
次
は
【
資
料
7
】
の
通
り
で
あ
る
（
実
際
に
は
、
節
の
下
に
項
（
小
見
出

し
）
が
あ
る
）。
節
ま
で
の
構
成
を
見
る
と
、
章
の
下
に
節
が
な
い
終
章
を
除
け
ば
、
四
編
一
六
章
四
六
節
（
上
巻
は
二
編
七
章
二
〇

節
、
下
巻
は
二
編
九
章
二
六
節
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
五
十
年
史
』
通
史
は
、
三
編
一
一
章
四
七
節
（
通
史
一
は
二

編
七
章
二
三
節
、
通
史
二
は
一
編
四
章
二
四
節
）
で
あ
る
（【
資
料
1
】
参
照
）。
節
の
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、『
五
十
年
史
』
通

史
の
頁
数
が
一
七
二
九
頁
（
通
史
一
が
七
五
九
頁
、
通
史
二
が
九
七
〇
頁
）
と
、
本
書
の
約
三
・
二
倍
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
節

あ
た
り
の
頁
数
が
か
な
り
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
本
書
が
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
読
者
を
も
対
象
と
し
て
い
る
た

め
、
読
み
や
す
さ
を
重
視
し
た
。『
五
十
年
史
』
は
、
読
む
と
い
う
よ
り
「
引
く
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
強
い
が
、
本
書
は
最
初
か
ら

読
み
通
す
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

編
は
、
タ
イ
ト
ル
に
年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
時
期
区
分
を
示
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
示
す
年
代
の
意
味
は
、

一
編
「
名
古
屋
帝
国
大
学
創
立
ま
で
と
草
創
期　

一
八
七
一
～
一
九
四
九
」
は
旧
制
学
校
・
旧
制
大
学
の
時
代
、
二
編
「
新
制
名
古
屋

大
学
の
発
展　

一
九
四
九
～
一
九
八
九
」
は
新
制
大
学
に
な
っ
て
以
降
、
三
編
「
変
貌
す
る
名
古
屋
大
学　

一
九
九
〇
～
二
〇
〇
三
」

は
創
立
五
〇
周
年
（
一
九
八
九
〔
平
成
元
〕
年
）
の
後
、
四
編
「
法
人
化
後
の
名
古
屋
大
学　

二
〇
〇
四
～
二
〇
一
九
」
は
文
字
通
り
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法
人
化
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
三
編
は
、
国
立
大
学
の
裁
量
が
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
ス
ピ
ー
ド
と
規
模
で
改
革
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
一
九
九
一
年
の
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
以
降
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
ま
た
『
五
十
年
史
』
の
通
史
は
、

創
立
五
〇
周
年
の
年
の
六
年
後
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
五
〇
周
年
以
降
の
内
容
も
一
部
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
九
年
以
降
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
下
巻
で
記
述
し
た
。
た
だ
し
、
読
み
や
す
さ
を
重
視
す
る
観
点

か
ら
、
話
の
流
れ
を
追
い
や
す
く
す
る
た
め
、
一
九
八
九
年
以
前
の
内
容
を
下
巻
の
方
に
記
述
し
た
事
項
も
あ
る
。

　

参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
読
み
づ
ら
く
な
る
た
め
、
本
文
中
に
逐
一
示
す
形
は
取
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
学
術
性
を
担
保
す
る
必

要
か
ら
、
上
巻
・
下
巻
の
最
後
で
章
ご
と
に
ま
と
め
て
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

前
述
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
、
な
ぜ
大
学
史
か
」
に
お
い
て
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
瀬
戸
口
龍
一
氏
は
、
大
学
史
の
編
さ
ん
物
を
①

百
年
史
タ
イ
プ
、
②
写
真
集
タ
イ
プ
、
③
史
料
集
タ
イ
プ
、
④
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
タ
イ
プ
、
⑤
自
校
史
授
業
用
教
科
書
タ
イ
プ
、
⑥
漫
画

タ
イ
プ
、
に
分
類
し
た
。
名
大
で
刊
行
さ
れ
て
き
た
も
の
で
い
え
ば
、『
五
十
年
史
』
は
①
で
あ
り
、
同
じ
事
業
の
一
環
と
し
て
②
も

刊
行
さ
れ
た
。
創
立
七
〇
周
年
（
創
基
一
三
八
周
年
）
記
念
の
際
に
は
、
②
に
近
い
②
と
⑤
の
中
間
形
態
が
構
想
さ
れ
た
が
、
事
情
に

よ
り
②
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

本
書
は
、
⑤
に
該
当
す
る
。
実
際
、
そ
の
用
途
の
一
つ
に
、
自
校
史
教
育
の
教
科
書
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
本
書
の
構
想
を
検
討

し
て
い
た
当
時
、
⑤
に
相
当
し
、
参
考
に
し
た
も
の
に
、〔
1
〕
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
立
教
大
学
の
歴
史
』（
立
教
大
学
、

二
〇
〇
七
年
）、〔
2
〕
専
修
大
学
の
歴
史
編
集
委
員
会
編
『
専
修
大
学
の
歴
史
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
九
年
）、〔
3
〕
明
治
大
学
史
資

料
セ
ン
タ
ー
編
『
明
治
大
学
小
史
』（
学
文
社
、
二
〇
一
一
年
）、〔
4
〕
工
学
院
大
学
学
園
百
二
十
五
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
工
学
院

大
学
学
園
百
二
十
五
年
史
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
で
A
五
判
（〔
3
〕
の
み
B
六

判
）、〔
1
〕
と
〔
2
〕
は
二
五
〇
頁
前
後
、〔
3
〕
と
〔
4
〕
は
五
〇
〇
頁
程
度
で
あ
る
（
た
だ
し
〔
3
〕
は
、
本
編
〔〈
個
〉
を
強
く
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す
る
大
学
一
三
〇
年
〕
と
人
物
編
の
二
冊
の
合
計
）。
頁
の
体
裁
と
し
て
は
、〔
1
〕
と
〔
2
〕
の
、
本
文
の
上
部
に
比
較
的
広
い
図
表

専
用
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
多
く
の
見
開
き
二
頁
の
ど
ち
ら
か
に
図
表
を
載
せ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
、
当
初
よ
り
筆
者
は
魅
力
を
感

じ
、
本
書
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。
頁
数
も
、
当
初
は
〔
1
〕
と
〔
2
〕
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
。
た
だ
、
本
稿
二
（
二
）

で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
記
述
に
十
分
な
紙
数
を
充
て
る
こ
と
に
な
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
し
て
は
〔
3
〕
と
〔
4
〕

に
近
く
な
っ
た
。
た
だ
、こ
れ
は
〔
1
〕〔
2
〕
も
そ
う
だ
が
、〔
3
〕
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
記
述
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。〔
4
〕
は
、

こ
れ
ら
よ
り
は
一
九
九
〇
年
以
降
に
か
な
り
の
頁
を
割
い
て
い
る
が
、
大
学
に
つ
い
て
は
一
〇
〇
頁
程
度
で
あ
り
、
あ
と
は
附
属
学
校

や
校
友
会
の
記
述
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
本
書
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
大
学
史
の
記
述
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
大
き
い
こ
と
を
特

徴
と
す
る
⑤
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
通
史
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
①
に
少
し
だ
け
近
い
⑤
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い

）
26
（

。

2
．
上
巻

　

上
巻
に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
述
の
多
く
は
『
五
十
年
史
』
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、『
五
十
年
史
』
刊
行
後
の
研
究
成
果
を
取
り
入

れ
て
お
り
、
単
な
る
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
、
圧
縮
版
に
と
ど
ま
ら
な
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
1
章
1
「
医
学
校
の
時
代
」
は
、
執
筆

者
の
羽
賀
祥
二
名
誉
教
授
に
よ
る
最
新
の
研
究
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

1
章
「
創
基
か
ら
官
立
大
学
ま
で
」
と
2
章
「
高
等
教
育
機
関
の
系
譜
」
は
、
名
古
屋
帝
国
大
学
創
立
前
の
前
身
学
校
の
歴
史
を
記

述
し
て
い
る
。
本
稿
一
（
二
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
五
十
年
史
』
の
通
史
で
は
、
前
身
学
校
に
二
六
・
一
％
も
の
紙
幅
を
割
い
て
お
り
、

そ
れ
が
大
き
な
特
徴
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。
本
書
で
も
、1
章
と
2
章
を
合
わ
せ
て
七
四
頁
と
、上
巻
の
二
八
・
五
％
を
占
め
て
お
り
、

『
五
十
年
史
』
の
特
徴
を
継
承
し
て
い
る
。
な
お
、『
五
十
年
史
』
で
は
、
前
身
学
校
の
記
述
が
時
期
に
よ
っ
て
分
散
し
て
い
た
が
、
本

書
で
は
時
期
的
に
は
二
編
に
あ
た
る
内
容
で
あ
っ
て
も
あ
え
て
一
編
に
入
れ
る
な
ど
一
か
所
に
集
め
た
（
た
だ
し
留
学
生
の
こ
と
に
つ
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い
て
は
二
編
の
7
章
4
）。
例
え
ば
、
名
大
旧
教
養
部
の
前
身
に
あ
た
る
第
八
高
等
学
校
の
歴
史
を
知
り
た
け
れ
ば
、
2
章
1
「
第
八

高
等
学
校
」
を
読
め
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

3
章
「
名
古
屋
帝
国
大
学
」
に
つ
い
て
は
、『
五
十
年
史
』
と
同
様
に
、
創
立
ま
で
の
経
緯
を
含
め
て
多
く
の
頁
を
割
い
た
。
本
書

で
は
、
そ
の
編
集
方
針
に
お
い
て
、「
部
局
の
動
向
は
、
名
大
全
体
と
の
関
連
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
が
、
部
局
史
と
し
て
は
描
か
な
い
」

と
し
て
い
た
が
（【
資
料
6
】
参
照
）、
こ
こ
は
名
大
の
創
立
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
名
帝
大
の
形
成
と
い
う
意
味
で
部
局
の
動
向
も
詳

し
く
記
述
し
た
。
ま
た
、『
五
十
年
史
』
で
は
、
敗
戦
直
後
の
時
期
は
章
が
独
立
し
て
お
り
、
新
制
名
大
発
足
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い

て
は
さ
ら
に
別
の
章
で
記
述
さ
れ
て
い
た
。
本
書
で
は
、
敗
戦
直
後
の
動
き
及
び
旧
制
部
局
等
の
設
置
は
3
章
3
、
新
制
部
局
等
の
設

置
に
つ
い
て
は
4
章
「
新
制
名
古
屋
大
学
の
出
発
」
で
記
述
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

5
章
「
教
育
・
研
究
の
発
展
」
は
、本
書
で
最
も
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い
る
章
で
あ
る
。
2
「
入
試
制
度
の
改
革
」
は
、本
稿
一
（
二
）

で
触
れ
た
よ
う
に
、『
五
十
年
史
』
が
入
試
を
重
視
し
て
多
く
の
頁
を
充
て
て
い
た
こ
と
を
継
承
し
、
本
書
で
も
ま
と
ま
っ
た
紙
幅
を

割
い
て
い
る
。
そ
し
て
3
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
」
は
、『
五
十
年
史
』
で
は
記
述
が
通
史
や
部
局
史
の
各
所
に
分
散
し
て
、
名
大

の
全
体
と
し
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
動
向
が
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
の
に
対
し
、
新
た
な
資
料
を
用
い
つ
つ
一
節
に
ま
と
め
、
二
編
の
時

代
の
変
遷
が
一
望
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
4
「
先
端
研
究
の
進
展
」
は
、『
五
十
年
史
』
の
通
史
に
は
記
述
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
内
容
で
あ
る
。
名
大
に
お
け
る
研
究
の
内
容
に
つ
い
て
は
、『
五
十
年
史
』
で
は
主
に
部
局
史
で
記
述
さ
れ
て
い
た
。
本
書

は
部
局
史
を
持
た
な
い
が
、
特
に
下
巻
に
お
い
て
は
研
究
の
動
向
が
大
学
の
沿
革
史
と
極
め
て
密
接
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
上
巻
で
も
研
究
動
向
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
5
章
4
で
は
、
3
章
3
「
敗
戦
後
の
名
帝
大
と
学
風
の

形
成
」
と
連
動
し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
輩
出
の
背
景
と
な
っ
た
「
自
由
闊
達
」
な
学
風
の
形
成
を
示
す
動
き
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
二
（
二
）
で
触
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
、
な
ぜ
大
学
史
か
」
に
お
い
て
寺
﨑
昌
男
氏
は
、
大
学
史
で
建
学
の
精
神
の
記
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述
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
、
さ
ら
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
連
続
し
た
名
大
は
次
の
年
史
で
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
建
学
の
精

神
が
形
成
に
つ
い
て
書
く
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

6
章
「
名
大
生
と
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
1
「
名
大
生
の
諸
相
」
は
、
本
書
の
編
集
方
針
の
一
つ
に
「
名
大
生
た
ち
の
大
学
生
活
の
様
子

を
生
き
生
き
と
伝
え
る
」
と
あ
る
こ
と
に
照
応
す
る
。『
五
十
年
史
』
で
も
、
学
生
生
活
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
の
頁
数
が
割
か
れ
て

い
る
が
、本
書
で
は
そ
れ
を
活
か
し
つ
つ
、『
五
十
年
史
』
で
は
手
薄
だ
っ
た
名
大
祭
や
学
年
暦
、そ
し
て
学
生
の
風
俗
（
例
と
し
て
「
本

山
原
人
」）
と
い
っ
た
こ
と
に
も
言
及
し
た
。
2
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
」
は
、『
五
十
年
史
』
で
は
こ
の
項
目
に
不
足
し
て
い
た
写

真
や
表
、
グ
ラ
フ
な
ど
が
効
果
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

7
章
「
名
古
屋
大
学
像
の
模
索
」
は
、上
巻
の
中
で
最
も
構
成
に
苦
心
し
た
章
で
あ
る
。
本
稿
一
（
二
）
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、『
五
十

年
史
』
は
大
学
自
治
の
問
題
に
つ
い
て
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た
。
本
書
で
は
、
3
章
3
で
敗
戦
直
後
の
動
向
に
つ
い
て

言
及
し
た
が
、
こ
れ
を
二
編
に
お
い
て
引
き
継
ぐ
の
が
7
章
で
あ
る
。
し
か
し
、『
五
十
年
史
』
で
重
視
さ
れ
た
伊
勢
湾
台
風
、
そ
し

て
『
五
十
年
史
』
の
記
述
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
た
国
際
化
、
ま
た
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
な
ど
、
必
ず
し
も
大
学
自
治
と
い
う
枠
組

み
で
は
括
れ
な
い
事
項
に
つ
い
て
も
十
分
に
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ

た
。
結
局
、
時
期
が
重
な
り
関
係
性
も
強
い
伊
勢
湾
台
風
と
六
〇
年
安
保
闘
争
を
一
節
に
ま
と
め
、
次
い
で
六
〇
年
代
後
半
の
大
学
紛

争
を
描
き
、『
五
十
年
史
』
で
は
手
薄
で
あ
っ
た
一
九
七
〇
年
代
の
状
況
を
増
補
し
た
う
え
で
、
八
〇
年
代
の
平
和
憲
章
や
創
立
五
十

周
年
記
念
事
業
に
つ
な
げ
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
た
。
国
際
化
の
問
題
は
、
下
巻
の
時
代
に
お
け
る
本
格
的
な
展
開
の
前
史
と
し
て
し

か
る
べ
き
頁
数
を
確
保
し
、
章
全
体
の
タ
イ
ト
ル
「
名
古
屋
大
学
像
の
模
索
」
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
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3
．
下
巻

　

下
巻
は
、『
五
十
年
史
』
の
最
後
の
節
「
改
革
動
向
」
と
一
部
重
な
る
部
分
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
新
作
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

上
巻
に
お
け
る
『
五
十
年
史
』
の
よ
う
な
、
依
拠
で
き
る
基
本
文
献
が
な
い
た
め
、
資
料
に
よ
っ
て
ゼ
ロ
か
ら
書
き
起
こ
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
下
巻
巻
末
の
参
考
文
献
一
覧
を
見
る
と
、上
巻
の
そ
れ
に
比
べ
て
倍
近
く
頁
数
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
分
か
る
。

ま
た
、
本
稿
二
（
四
）
で
も
触
れ
た
、
資
料
室
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
基
礎
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
・
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
作
業
な
ど
も
、

下
巻
の
原
稿
作
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
下
巻
に
つ
い
て
は
、
法
人
化
後
の
目
ま
ぐ
る
し
く
改
正
さ
れ
る
学
内
規
程
類
の
変
遷
を
追
う

に
際
し
、
名
大
の
「
規
則
集
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
」（
学
内
限
定
版
）
の
存
在
が
た
い
へ
ん
頼
り
に
な
っ
た
。

　

下
巻
の
三
編
と
四
編
は
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
四
月
の
名
大
の
国
立
大
学
法
人
化
を
も
っ
て
境
界
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

法
人
化
に
よ
っ
て
名
大
の
あ
り
方
が
根
本
的
に
変
わ
っ
た
こ
と
、
ま
た
名
大
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
と
い
う
面
か
ら
い
っ
て
も
、
こ
こ
で

編
を
区
切
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
三
編
の
時
期
に
お
い
て
も
、
二
編
の
時
期
に
比
べ
れ
ば
、
わ
ず
か
一
四
年

ほ
ど
の
間
の
変
化
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
こ
の
時
期
に
準
備
さ
れ
た
変
化
の
方
向
性
が
、
法
人
化
後
に
さ
ら
に
加
速
す
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

8
章
「
教
育
・
研
究
体
制
の
大
改
革
」
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
名
大
の
教
育
・
研
究
体
制
の
二
大
改
革
と
も
い
え
る
四
年
一

貫
教
育
化
と
大
学
院
重
点
化
を
含
む
、様
々
な
組
織
改
革
を
描
い
て
い
る
。
と
り
わ
け
1
「
教
養
部
の
廃
止
と
四
年
一
貫
教
育
の
開
始
」

は
、
大
学
紛
争
後
の
教
養
部
改
革
や
四
年
一
貫
教
育
構
想
か
ら
書
き
起
こ
し
、
ど
の
よ
う
な
過
程
や
議
論
を
経
て
名
大
の
四
年
一
貫
教

育
化
に
至
っ
た
の
か
が
詳
細
に
明
ら
か
に
な
さ
れ
て
お
り
、
特
筆
す
べ
き
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

9
章
「
基
幹
的
総
合
大
学
の
研
究
」
は
、
単
に
研
究
の
発
展
に
つ
い
て
述
べ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
研
究
資
金
の
調
達
方
法
、
研
究
組

織
・
研
究
施
設
の
あ
り
方
、
産
学
官
連
携
、
研
究
の
国
際
化
、
研
究
成
果
の
発
信
、
と
い
っ
た
法
人
化
後
に
い
よ
い
よ
本
格
化
す
る
研
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究
に
関
す
る
諸
項
目
が
、
す
で
に
こ
の
時
期
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
研
究
と
沿
革
の
密
接
な
関
わ
り
と
い
う
、
下
巻
の
時
期

の
名
大
の
特
徴
が
よ
く
分
か
る
。

　

10
章
「
学
生
生
活
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
容
」
に
お
け
る
三
つ
の
節
は
、
い
ず
れ
も
二
編
の
節
を
引
き
継
ぐ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
1

「
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
名
大
生
」
は
、
6
章
1
と
類
似
し
た
指
標
や
項
目
を
用
い
つ
つ
も
、
こ
の
時
期
の
特
有
の
現
象
や
事
件
を
盛
り
込

ん
だ
。
2
「
国
際
性
豊
か
な
学
風
の
確
立
」
で
は
、
留
学
生
増
加
の
加
速
と
国
際
交
流
協
定
の
激
増
に
よ
り
、
名
大
の
「
自
由
闊
達
」

と
並
ぶ
も
う
一
つ
の
学
風
が
、
こ
の
時
期
に
確
立
し
た
と
評
価
し
た
。
3
「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
」
は
、『
五
十
年
史
』
が
基
本
理

念
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
の
諸
相
を
、
名
大
初
の
長
期
的
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
目
標
で
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
踏
ま
え
な
が
ら
描
い
て
い
る
。

　

11
章
「
法
人
化
へ
の
道
」
で
は
、松
尾
稔
総
長
の
任
期
で
あ
る
法
人
化
前
の
六
年
間
に
行
わ
れ
た
改
革
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
1
「
理

念
の
確
立
と
法
人
化
の
準
備
」
で
改
革
の
理
念
や
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
描
き
、
2
「
法
人
化
に
向
け
て
の
組
織
再
編
」
で
は
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
実
施
さ
れ
た
組
織
再
編
を
述
べ
た
。
本
書
で
は
、
大
学
全
体
の
動
き
を
体
系
的
に
追
う
基
本
資
料
と
し
て
、
法
人
化
前
は
評
議

会
、
法
人
化
後
は
役
員
会
の
議
事
録
を
重
視
し
た
が
、
こ
の
時
期
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
組
織
改
革
検
討
委
員
会
の
議
事
録
を
用
い
て

い
る
。
本
書
に
お
い
て
筆
者
が
担
当
し
た
中
で
、
最
も
苦
心
し
た
の
が
こ
の
章
で
あ
っ
た
。

　

12
章
「
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
、
そ
し
て
東
海
国
立
大
学
機
構
へ
」
で
は
、
1
「
法
人
化
後
の
大
学
運
営
」
で
法
人
化
に
よ
っ

て
名
大
の
大
学
運
営
の
あ
り
方
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
を
詳
述
し
、
2
「
教
育
・
研
究
体
制
の
見
直
し
」
で
は
法
人
化
後
の
部

局
再
編
の
諸
相
を
述
べ
、
3
「
世
界
卓
越
型
大
学
の
改
革
」
で
は
、
1
の
あ
り
方
が
高
等
教
育
政
策
の
強
い
影
響
を
受
け
つ
つ
さ
ら
に

大
き
く
変
容
し
て
い
く
過
程
を
描
い
た
。

　

13
章
「
世
界
屈
指
の
大
学
へ
の
道
」
は
、
過
去
の
も
の
（
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
）
を
含
め
て
名
大
の
研
究
が
大
き
く
注
目
さ
れ
る
状
況
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を
、
大
学
全
体
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
の
展
開
を
踏
ま
え
つ
つ
叙
述
し
て
い
る
。
7
章
と
同
じ
よ
う
に
、
研
究
と
沿
革
の
連
動
性
が

強
く
意
識
で
き
る
章
と
言
え
る
。

　

14
章
「
名
古
屋
大
学
か
らN

agoya U
niversity

へ
」
で
は
、
1
「
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
へ
の
道
」
で
国
際
化
に
関
わ
る
組
織
再
編
と

大
き
な
枠
組
み
と
な
っ
た
事
業
の
展
開
を
、
2
で
は
そ
う
し
た
中
で
の
個
々
の
取
り
組
み
や
国
際
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
た
。
二
編
、三
編
で
は
、国
際
化
に
つ
い
て
割
い
た
の
は
一
節
ず
つ
で
あ
っ
た
が
、こ
こ
で
は
一
章
を
充
て
て
い
る
。
そ
れ
は
、

三
編
の
時
期
で
国
際
性
豊
か
な
学
風
が
確
立
し
た
も
の
の
、
そ
れ
を
基
盤
に
し
つ
つ
も
、
多
様
な
国
際
化
が
劇
的
に
進
む
の
は
、
実
は

こ
の
四
編
の
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

15
章
「
連
携
と
貢
献
」
で
は
、
国
か
ら
基
本
経
費
と
し
て
配
分
さ
れ
る
運
営
費
交
付
金
が
年
々
減
少
し
て
い
く
な
か
で
、
社
会
や
産

業
界
と
の
連
携
を
進
め
て
そ
れ
ら
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
か
ら
の
様
々
な
支
援
を
得
て
い
か
な
け
れ
ば
、
い
よ
い
よ
大
学
運

営
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
る
様
相
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
3
「
男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組
み
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
名
大

が
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
特
に
一
節
を
設
け
た
。

　

16
章「
最
近
の
学
生
生
活
と
キ
ャ
ン
パ
ス
」は
、文
字
通
り
の
内
容
で
あ
る
。学
生
生
活
と
キ
ャ
ン
パ
ス
、そ
し
て
国
際
化
に
つ
い
て
は
、

二
、三
、四
編
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
た
節
あ
る
い
は
章
を
設
け
、
各
項
目
が
同
じ
執
筆
者
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
を
、
各
編
を

通
じ
て
読
ん
で
い
く
の
も
面
白
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

そ
し
て
最
後
の
終
章
「
こ
れ
か
ら
の
名
古
屋
大
学
」
は
、
松
尾
清
一
総
長
に
執
筆
を
依
頼
し
た
。
本
書
は
、
記
述
の
終
わ
り
を
基
本

的
に
二
〇
一
九
年
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
章
の
み
は
二
〇
一
九
年
を
超
え
、
将
来
の
こ
と
に
及
ん
で
い
る
た
め
、
編
か
ら
独
立
し
た
章

と
し
た
。
ま
た
、
12
章
3
の
記
述
が
、
東
海
国
立
大
学
機
構
の
設
置
ま
で
（
基
本
合
意
書
の
締
結
ま
で
）
で
終
わ
っ
て
い
る
た
め
、
注

目
度
も
高
い
機
構
の
動
向
を
こ
こ
で
補
う
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
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本
書
は
、
組
織
・
研
究
・
国
際
化
・
社
会
連
携
・
学
生
生
活
・
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
っ
た
項
目
別
に
節
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
相
互
連
関
が
下
巻
の
対
象
と
す
る
時
期
に
お
い
て
特
に
密
接
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
中
で
も
法
人
化

後
の
国
立
大
学
に
お
い
て
は
、
国
の
科
学
技
術
・
教
育
政
策
を
背
景
に
、
学
長
は
大
学
本
部
の
主
導
性
が
強
ま
り
そ
の
意
向
が
部
局
の

方
向
性
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
つ
つ
大
学
運
営
が
行
わ
れ
て
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
大
学
を
構
成
す
る
要
素
の
結
び
つ
き
が
強

ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
名
大
も
例
に
も
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
下
巻
に
は
「
第
〇
章
×
節
参
照
」
と
い
う
表
記
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
本
書
の
特
色
と
い
え
よ
う
（
本
書
の
「
あ
と
が
き
」）。

（
二
）
残
さ
れ
た
課
題
―
一
〇
〇
年
史
に
向
け
て
―

　

本
節
で
は
、
本
書
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
課
題
、
あ
る
い
は
将
来
の
一
〇
〇
年
史
に
向
け
て
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

ま
ず
、
本
書
の
編
集
方
針
（「
名
古
屋
大
学
創
立
八
〇
周
年
記
念
史
の
編
さ
ん
に
つ
い
て
」、【
資
料
6
】）
の
一
〇
項
目
は
、
ど
の
程

度
達
成
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
内
容
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
逆
に
言
え
ば
、
近
年
は
部
局
単
位
で
本
格
的
な
年
史
を
製
作
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
部
局
史
の
編
さ
ん
が
一
〇
〇
年
史
に
向
け
て
の
課
題
と
も
い
え
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
同
タ
イ
プ
の
年
史
と
し
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
記
述
の
充
実
が
本
書
の
特
徴
に

な
っ
て
い
る
。
た
だ
、「
将
来
の
展
望
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。」
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
終
章
は
あ
る
も
の
の
、
頁
数
的
に
物
足
り
な

い
と
思
う
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
あ
く
ま
で
筆
者
の
個
人
的
な
意
見
で
は
あ
る
が
、
将
来
の
展
望
は
歴
史
書
の
本
領

を
超
え
て
い
る
と
思
う
。
本
書
の
「
序
」
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
の
目
的
は
、
名
大
の
歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
、
こ
れ

か
ら
を
展
望
す
る
基
盤
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
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③
と
④
に
つ
い
て
は
、
逐
一
は
例
示
し
な
い
が
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
下
巻
を
中
心
に
か
な
り
の
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る
と
評

価
で
き
る
。

　

⑤
に
つ
い
て
は
、名
大
の
歴
史
が
高
等
教
育
政
策
か
ら
受
け
た
影
響
に
つ
い
て
、本
書
で
も
意
識
的
に
言
及
は
さ
れ
て
い
る
が
、『
五
十

年
史
』
の
き
わ
め
て
詳
細
な
高
等
教
育
政
策
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
本
書
の
そ
れ
を
不
満
に
思
う
向
き
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
書
の

性
格
上
、
そ
の
こ
と
に
こ
れ
以
上
の
字
数
を
割
く
こ
と
は
難
し
く
、
こ
れ
こ
そ
は
瀬
戸
口
氏
の
言
う
「
百
年
史
型
」
の
年
史
、
ま
さ
に

名
大
一
〇
〇
年
史
に
譲
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
本
書
の
11
章
1
に
限
っ
て
は
、
こ
れ
を
前
提
と
し
な
い
と
法
人
化
前
の
名
大
の

改
革
が
理
解
で
き
な
い
と
考
え
た
た
め
、
法
人
化
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
の
記
述
に
一
定
の
頁
を
割
い
た
。

　

⑥
に
つ
い
て
は
、
上
巻
で
は
地
域
か
ら
の
多
大
な
る
支
援
に
よ
っ
て
名
大
や
そ
の
前
身
学
校
が
設
置
・
発
展
し
て
き
た
歴
史
を
十
分

に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
伊
勢
湾
台
風
へ
の
対
応
な
ど
も
、
地
域
と
の
関
係
を
描
い
た
も
の
と
い
え
る
。
下
巻
で
は
、
地

域
に
貢
献
し
て
そ
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、
そ
の
支
援
を
を
受
け
る
こ
と
が
、
名
大
に
と
っ
て
重
要
に
な
っ
て
い
る
状
況
が
叙
述
さ
れ
て

い
る
。

　

⑦
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
二
～
四
編
で
は
学
生
生
活
に
関
す
る
節
を
設
け
た
し
、
一
編
で
も
積
極
的
に
言
及
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
学
生
生
活
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
実
感
し
た
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
い
ず
れ
も
本
部
学
生
生

活
委
員
会
に
よ
る
、
一
九
六
三
年
か
ら
隔
年
で
実
施
し
て
き
た
「
学
生
（
経
済
）
生
活
状
況
調
査
」
が
二
〇
一
六
年
で
最
後
と
な
り
、

一
九
六
二
年
か
ら
発
行
し
て
き
た
『
学
園
だ
よ
り
』
も
二
〇
一
八
年
三
月
の
第
一
七
三
号
を
も
っ
て
終
刊
と
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

将
来
の
年
史
で
学
生
生
活
を
一
次
資
料
で
叙
述
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
学
生
生
活
に
関
わ
る
一
次
資
料
の
収
集
あ

る
い
は
創
出
は
、
一
〇
〇
年
史
に
向
け
て
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

⑧
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
本
書
で
は
人
物
を
意
識
的
に
登
場
さ
せ
て
い
る
。
名
大
の
歴
史
に
は
特
筆
す
る
べ
き
人
物
が
数
え
き
れ
な
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い
ほ
ど
い
る
。
た
だ
、「
百
年
史
型
」
の
年
史
で
あ
っ
て
も
、そ
れ
ら
を
全
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
し
、ま
し
て
本
書
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
で
は
一
部
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
で
も
、
組
織
の
変
遷
の
み
の
単
調
な
年
史
に
な
ら
な
い
よ
う
、
批
判
を
承
知
で
人
物

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
こ
れ
を
補
う
た
め
、
巻
末
資
料
と
し
て
各
賞
の
受
賞
者
リ
ス
ト
を
掲
載
し
た
。

　

⑨
に
つ
い
て
は
、
編
集
専
門
委
員
会
の
委
員
だ
け
で
は
な
く
、
資
料
室
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
原
稿
を
読
ん
で
も
ら
い
、
一
般
の
読
者
が

理
解
し
づ
ら
い
用
語
や
言
い
回
し
は
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

　

⑩
は
、
達
成
で
き
な
か
っ
た
項
目
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前
述
の
よ
う
に
、
資
料
室
の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
得
つ
つ
、
原
稿
の
作
成

に
必
要
な
資
料
調
査
は
行
わ
れ
た
。
た
だ
、
そ
れ
ら
は
こ
れ
か
ら
も
永
久
的
に
保
存
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
資
料
の
収
集
・
デ
ー
タ
化

で
あ
っ
て
、「
現
在
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
」
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

「
現
在
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
」
調
査
と
し
て
は
、
当
時
か
ら
相
当
程
度
の
時
間
が
経
過
し
、
も
う
少
し
す
る
と
亡
く
な
っ
て
し
ま

う
恐
れ
の
あ
る
当
事
者
か
ら
の
聴
き
取
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
初
の
工
程
表
に
予
定
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
た
だ
し
私
見
で
は
、

当
事
者
に
よ
っ
て
そ
の
当
時
に
作
成
さ
れ
た
一
次
資
料
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
資
料
を
一
定
程
度
検
討
し
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
歴
史

資
料
と
し
て
有
用
な
意
味
の
あ
る
聴
き
取
り
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
本
書
に
許
さ
れ
た
字
数
か
ら
し
て
、
聴
き
取
り
で
得
ら
れ
る
よ
う

な
情
報
を
本
文
に
盛
り
込
む
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
本
書
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
な
か
、
一
〇
〇
年
史
の
た
め
の
聴

き
取
り
は
後
回
し
に
な
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
ま
た
、
関
係
者
や
関
係
団
体
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
所
在
が
明
ら
か
で
は
な
く
、

何
ら
か
の
際
に
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
の
あ
る
資
料
の
収
集
は
、資
料
室
が
日
常
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
た
だ
、

年
史
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
呼
び
か
け
を
す
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
資
料
が
表
面
化
し
や
す
く
す
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
う
し
た
資
料
収
集
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
刊
行
が
大
き
な
動
機
と
な
り
得
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。
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そ
の
ほ
か
、
本
書
の
下
巻
に
つ
い
て
、
名
大
の
取
っ
た
重
要
な
施
策
を
一
通
り
叙
述
す
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
字
数
の
制
約
に

よ
り
、
一
部
の
項
目
を
除
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
施
策
が
ど
の
よ
う
な
検
討
や
議
論
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
と

こ
ろ
ま
で
、
具
体
的
に
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
書
の
学
術
的
な
課
題
で
あ
る
が
、
一
般
読
者
を
対
象
と
す

る
と
い
う
重
要
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
は
「
百
年
史
型
」
の
年

史
、
つ
ま
り
名
大
の
一
〇
〇
年
史
で
記
述
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
に
は
、
そ
の
よ
う
な
記
述
が
で
き
る
よ
う
な
名
大
の
公
的

な
資
料
（
法
人
文
書
）
が
保
存
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

確
か
に
現
在
の
名
大
で
は
、
部
局
を
含
め
て
、
重
要
な
委
員
会
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
の
会
議
の
議
事
録
に
至
る
ま
で
、

事
務
組
織
で
の
保
存
期
間
が
満
了
す
れ
ば
資
料
室
に
移
管
さ
れ
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
重
要
な
記
録
が
誤
っ
て
破

棄
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
記
録
が
、
後
世
の
人
が
見
て
も
本
当
に
施
策
の
検
討
や
議
論
の
プ
ロ

セ
ス
を
跡
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
あ
ら
た
め
て
点
検
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
事
務
職
員
が
関
知

し
て
い
な
い
、
教
員
の
み
に
よ
っ
て
行
わ
れ
議
事
録
等
も
教
員
組
織
が
管
理
し
て
い
る
会
議
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
法
人
本
部
が
統
括

す
る
公
文
書
管
理
が
十
分
に
及
ん
で
お
ら
ず
、
資
料
室
も
関
与
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
、
名
大
で
は
電
子
文

書
を
法
人
文
書
原
本
と
し
て
保
存
す
る
体
制
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
電
子
媒
体
の
法
人
文
書
の
う
ち
重
要
な
も
の
が
、
も

れ
な
く
資
料
室
で
永
久
的
に
保
存
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
書
の
問
題
点
と
し
て
、
名
大
の
財
政
構
造
に
つ
い
て
の
記
述
の
手
薄
さ
が
あ
る
。
上
巻
で
は
、
頁
数
の
関
係
も
あ
り
、『
五
十

年
史
』
に
お
け
る
財
政
に
つ
い
て
の
記
述
を
全
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
下
巻
で
は
、
研
究
に
お
け
る
競
争
的
資
金
や

外
部
資
金
、
大
学
運
営
に
お
け
る
外
部
か
ら
の
支
援
等
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
頁
を
割
い
て
い
る
が
、
財
政
の
全
体
像
に
つ
い
て
の
記

述
は
、限
ら
れ
た
字
数
で
な
お
か
つ
読
み
や
す
い
形
で
ま
と
め
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、き
わ
め
て
簡
略
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
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た
。
法
人
化
後
の
国
立
大
学
に
と
っ
て
、
財
政
運
営
は
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
一
つ
で
あ
り
、
一
〇
〇
年
史
で
は
し
か
る
べ
き
紙
幅
を

充
て
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
一
（
二
）
で
『
五
十
年
史
』
の
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
た
索
引
に
つ
い
て
は
、本
書
も
こ
れ
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
編
集
工
程
に
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
と
、
低
価
格
を
維
持
す
る
た
め
に
こ
れ
以
上
の
大
幅
な
頁
増
が
難
し
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
。
そ
の
代
わ
り
の
措
置
と
し
て
、
目
次
に
は
一
番
下
の
項
目
（
小
見
出
し
）
ま
で
掲
載
す
る
よ
う
に
し
た
。
本
書
は
、『
五
十

年
史
』
に
比
べ
る
と
一
番
下
の
項
目
あ
た
り
の
頁
数
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、
こ
れ
で
も
特
定
の
事
項
を
探
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
一
〇
〇
年
史
に
向
け
て
の
問
題
と
し
て
、
資
料
編
の
こ
と
が
あ
る
。
資
料
編
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
本
稿
一
（
二
）

で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
五
十
年
史
』
で
は
断
念
し
た
だ
け
に
、
名
大
の
一
〇
〇
年
史
に
お
い
て
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
自
治
体
の
年
史
を
見
る
と
、
ま
ず
資
料
編
を
刊
行
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
本
文
編
（
通
史
編
）
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
百
年
史
型
」
年
史
の
通
史
編
の
原
稿
執
筆
に
つ
い
て
は
、
全
学
的
な
体
制
が
必

要
と
な
ろ
う
。
し
か
し
資
料
編
に
つ
い
て
は
、
掲
載
候
補
資
料
を
準
備
す
る
基
礎
作
業
は
、
今
か
ら
資
料
室
が
お
こ
な
っ
て
い
け
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
沿
革
史
の
常
設
展
の
必
要
性
に
つ
い
て
一
言
し
て
終
わ
り
た
い
。
本
稿
で
再
三
言
及
し
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
、

な
ぜ
大
学
史
か
」
で
は
、
京
都
大
学
大
学
文
書
館
教
授
の
西
山
伸
氏
が
「
大
学
史
資
料
を
展
示
す
る
―
京
大
で
の
実
践
か
ら
―
」
と
題

し
て
コ
メ
ン
ト
し
た
。『
京
都
大
学
百
年
史
』の
編
さ
ん
に
携
わ
る
と
と
も
に
、日
本
の
大
学
史
編
纂
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
西
山
氏
に
、

あ
え
て
展
示
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
依
頼
し
た
の
は
、
名
大
に
は
沿
革
に
関
わ
る
常
設
展
が
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
京
都
大
学
大
学
文
書
館
は
、日
本
の
大
学
の
中
で
も
有
数
の
沿
革
史
展
示
室
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
、

資
料
室
で
は
本
書
と
共
に
大
学
史
の
常
設
展
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た

）
27
（

。
し
か
し
、
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
と
模
索
は
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し
た
も
の
の
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
等
が
あ
っ
て
、
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

名
大
に
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
に
関
わ
る
常
設
展
示
室
が
三
つ
あ
る

）
28
（

。
確
か
に
、
名
大
の
歴
史
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

は
き
わ
め
て
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
し
か
し
、
常
設
展
は
そ
れ
だ
け
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
名
大
が
、
卒
業
生
や
教
職
員
O
B
・

O
G
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
の
支
援
を
さ
ら
に
得
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
卒
業
生
等
が
在
学
し
て
い
た
頃
の
歴
史
、
あ
る

い
は
地
域
の
支
援
に
よ
っ
て
大
学
が
創
立
・
発
展
し
て
き
た
歴
史
を
名
大
が
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
べ
く
、
沿
革
史
の
常
設
展
が

不
可
欠
で
は
な
い
か
。
本
書
の
刊
行
が
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
契
機
の
一
つ
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
書
は
、
編
集
専
門
委
員
会
、
編
纂
委
員
会
、
教
育
研
究
評
議
会
総
務
分
科
会
の
委
員
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
っ

て
編
さ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
本
文
や
【
資
料
5
】（
編
集
専
門
委
員
会
委
員
一
覧
）
に
登
場
し
な
か
っ
た
方
々
に
も

謝
意
を
表
し
て
本
稿
を
終
わ
り
た
い
。

　

ま
ず
、
構
想
の
初
期
に
お
い
て
、
室
長
（
～
二
〇
一
四
年
三
月
）、
そ
の
後
は
部
門
長
（
一
四
年
四
月
～
一
五
年
三
月
）
で
あ
っ
た

池
内
敏
教
授
、
担
当
理
事
（
～
二
〇
一
四
年
三
月
）
そ
し
て
改
組
後
の
初
代
室
長
（
二
〇
一
四
年
四
月
～
一
五
年
三
月
）
で
あ
っ
た
鮎

京
正
訓
理
事
・
副
総
長
の
決
断
と
後
押
し
が
な
け
れ
ば
、
本
書
は
実
現
を
見
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
稿
二
の
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
資
料
室
の
室
会
議
で
本
室
に
関
す
る
様
々
な
検
討
や
決
定
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

室
会
議
に
は
、
室
長
（
理
事
）、
歴
史
資
料
・
大
学
史
編
纂
部
門
長
（
の
ち
名
古
屋
大
学
史
資
料
・
編
纂
部
門
長
）、
資
料
室
員
の
ほ
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か
、歴
史
公
文
書
部
門
長
（
総
務
部
長
）、総
務
部
総
務
課
文
書
法
規
係
（
の
ち
法
規
係
）
の
係
長
が
出
席
し
て
い
る
。
資
料
室
改
組
後
は
、

総
務
部
長
と
し
て
は
堀
内
敦
（
二
〇
一
四
年
四
月
～
一
六
年
三
月
）、
木
下
孝
洋
（
一
六
年
四
月
～
一
九
年
三
月
）、
宮
川
勉
（
一
九
年

四
月
～
）
の
各
氏
、
係
長
と
し
て
は
井
田
幹
恵
（
～
二
〇
一
七
年
六
月
）、
大
桑
康
史
（
一
七
年
七
月
～
二
一
年
三
月
）、
福
地
実
（
二
一

年
四
月
～
、
専
門
員
兼
係
長
）
の
各
氏
で
あ
る
。

　

刊
行
が
決
ま
っ
た
後
は
、
資
料
室
の
ス
タ
ッ
フ
に
、
資
料
収
集
、
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
・
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
作
業
、
入
稿
前
原
稿

の
チ
ェ
ッ
ク
、
そ
の
他
事
務
的
な
処
理
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
う
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
、
本
書
は
完
成
し
な
か
っ
た
。

室
員
と
し
て
は
、
佐
分
さ
と
み
（
～
二
〇
一
九
年
三
月
）、
古
賀
恭
代
（
一
九
年
四
月
～
）、
事
務
補
佐
員
と
し
て
は
、
阿
部
貴
哉
、
伊

藤
乃
玄
、
伊
藤
由
美
、
魚
住
奈
都
子
、
大
山
僚
介
、
岡
田
智
行
、
加
藤
真
生
、
蒲
生
英
博
、
河
合
成
典
、
木
村
美
幸
、
柘
植
宗
樹
、
東

岡
達
也
、
林
喜
子
、
山
本
真
己
、
以
上
五
十
音
順
）
の
各
氏
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
名
大
の
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
様
々
な
形
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
特
に
本
書
の
下
巻
の
ほ
と
ん
ど
の
時
代
は
、
ま
だ

三
〇
年
が
経
過
し
て
い
な
い
。
名
大
で
は
、
評
議
会
や
役
員
会
の
議
事
録
な
ど
最
重
要
の
記
録
は
、
三
〇
年
間
は
事
務
組
織
が
管
理
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
事
務
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
ら
の
記
録
の
閲
覧
や
貸
し
出
し
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

　

本
稿
が
、
未
来
の
名
大
一
〇
〇
年
史
に
資
す
る
こ
と
を
念
じ
て
筆
を
置
く
こ
と
と
す
る
。
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【
資
料
１
】 

『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
通
史
目
次
（
節
ま
で
） 

※
節
タ
イ
ト
ル
の
後
の
数
字
は
最
初
の
ペ
ー
ジ 

 

〔
通
史
一
〕 

第
一
編 

前
史 

第
一
章 

名
古
屋
県
仮
医
学
校
か
ら
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
へ 

第
一
節 

明
治
期
の
医
学
教
育
政
策
（
４
）
／
第
二
節 

名
古
屋
県
仮
医
学
校
の
創
設
・
変
遷
（
36
） 

第
三
節 

愛
知
県
公
立
医
学
校
の
確
立
（
65
）
／
第
四
節 

愛
知
医
学
校
の
整
備
・
拡
充
（
97
） 

第
五
節 

愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
へ
の
改
組
（
137
） 

第
二
章 

愛
知
科
大
学
・
名
古
屋
医
科
大
学 

第
一
節 

愛
知
医
科
大
学
へ
の
昇
格
（
166
）
／
第
二
節 

名
古
屋
医
科
大
学
へ
の
改
組
（
198
） 

第
三
節 

入
学
者
・
卒
業
者
の
動
向
と
学
生
の
活
動
（
218
） 

第
三
章 

第
八
高
等
学
校
・
名
古
屋
高
等
商
業
学
校 

第
一
節 

第
八
高
等
学
校
（
252
）
／
第
二
節 

名
古
屋
高
等
商
業
学
校
（
289
）
／
第
三
節 

学
校
教
育
と
社
会
（
319
） 

第
二
編 

名
古
屋
帝
国
大
学
と
高
等
教
育
諸
学
校 

第
一
章 

名
古
屋
帝
国
大
学
の
創
設
・
整
備 

第
一
節 

名
古
屋
帝
国
大
学
の
創
設
経
緯
（
362
）
／
第
二
節 

名
古
屋
帝
国
大
学
の
創
設
（
408
） 

第
三
節 

名
古
屋
帝
国
大
学
の
整
備
（
462
） 

第
二
章 

戦
時
体
制
と
名
古
屋
帝
国
大
学 

第
一
節 

戦
時
動
員
・
科
学
振
興
・
研
究
交
流
（
506
）
／
第
二
節 

教
育
・
研
究
活
動
の
崩
壊
（
543
） 

第
三
章 

第
八
高
等
学
校
・
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
・
岡
崎
高
等
師
範
学
校 

第
一
節 

第
八
高
等
学
校
（
574
） 

第
二
節 

名
古
屋
高
等
商
業
学
校
（
名
古
屋
工
業
経
営
専
門
学
校
・
名
古
屋
経
済
専
門
学
校
）
（
605
） 

第
三
節 

岡
崎
高
等
師
範
学
校
（
634
） 

第
四
章 

戦
時
体
制
の
崩
壊
と
名
古
屋
帝
国
大
学 

第
一
節 

戦
時
体
制
の
払
拭
と
復
興
事
業
の
開
始
（
646
）
／
第
二
節 

学
生
・
教
職
員
の
復
帰
と
入
学
者
の
動
向
（
685
） 

第
三
節 

学
生
・
教
職
員
の
生
活
と
活
動
（
712
） 

第
四
節 

第
八
高
等
学
校
・
名
古
屋
経
済
専
門
学
校
・
岡
崎
高
等
師
範
学
校
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【資料２】 

 

創立 80 周年（創基 150 周年）記念沿革史 

 

『名古屋大学の歴史―ノーベル賞を呼ぶ自由闊達の殿堂―』（仮題）構想素案（７） 

 

※（６）を 2016 年 1 月 27 日の室会議の議論を踏まえて修正したもの 

 

 

【位置づけ・用途】 

 

◇名古屋大学創基 150 周年を記念して刊行する。ただし内容的には創基を起点としつつ、

創立 80 周年までとする。創立 70 周年でも記念誌を発行したが、年表と写真からなる「記

念図録」であった。今回は、50 年史と 100 年に中間に位置する「沿革史」を制作する。 

◇50 年史には、1990 年代の諸改革および 2000 年代の法人化など、名大の大変革期につい

ての記述がなく、四半世紀もの間が沿革史の大きな空白期となっている。また、聴き取り

を含めた集中的な史料収集は、100 年史の編さんを待っていたのでは、資料の散逸や当事

者の死去などにより時機を逸する可能性が高い。 

◇50 年史には、当然ではあるが名大関係者 6 人のノーベル賞受賞の記述がない。このこと

が名大の歴史の最も大きなアピールポイントの 1 つである以上、これを記載した沿革史が

必要であり、今がその好機である。 

◇大学全体の創基 150 周年記念事業の一環として位置づける。記念式典等が実施されるの

であれば参列者への配布物となる。学生や教職員への自校史教育の教科書・テキストとし

ても活用する。卒業・退職後も名大の「応援団」として支援してもらうためにも、教科書

としての制作することは重要である。さらに一般に販売・頒布することによって、本学の

歴史を広くアピールする。このような位置づけの沿革史は、国立大学では初めての試みで

ある。 

 

 

【形式】 

 

Ａ５、ソフトカバー、口絵のみカラー（できればオールカラー？）、上巻・下巻各 250

頁程度とする。見開き２頁に最低１つは写真や図表等を入れる（あるいは写真や図表欄を

設ける）。ＣＤ（ＤＶＤ？）版の作成も考慮する。英語版？（巻末 or 別冊） 

 

 

【編集方針】 

 

①沿革史としての基礎的な内容を一通り盛り込む。部局の動向は、名大全体との関連にお

いて取り上げるが、部局史としては描かない。 

②基幹的総合大学としての存在を明確化するとともに（ノーベル賞受賞者、文化勲章・文

化功労者などの人物に注目、自由闊達の学風）、名大が発信して日本を動かしたような事例

も積極的に盛り込む。 

③名古屋大学の国際化の歴史を重視する。 

④名古屋大学の歴史と日本の高等教育政策との関わりについても明らかにする。 

⑤名古屋大学の発展と地域の歴史の関係を明確化する 

⑥学術的な評価に堪えうるものとしつつ、文章は一般にも理解できるものとする。 
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⑦創立 50 周年以降（1990 年代以降）の歴史にも紙数を割き、現在と歴史との連関に留意

するとともに、将来の展望についても言及する。 

⑧名大生たちの大学生活の様子を生き生きと伝える（「ちょっと名大史」など）。 

⑨人物への着目（総長、ノーベル賞受賞者、卒業生など） 

⑩アーカイブズの視点を取り入れる。 

 

【章構成例】※各章の頁数は必要に応じて配分する。 

 

〔上巻―創基から創立 50 年まで―〕 

 

口絵（カラー） 

はしがき 

第１章：医学校の創基と医科大学への道（1871～1931） 

第２章：第八高等学校・名古屋高等商業学校・岡崎高等師範学校（1908～1951） 

第３章：名古屋帝国大学の誕生（1931～1949） 

第４章：新制名古屋大学の出発と発展（1949～1969） 

第５章：模索する名古屋大学（1970～1991） 

年表 

索引 

 

〔下巻―1990 年代から現在まで―〕 

 

  口絵（カラー） 

第６章：教育機構の再編とキャンパス再開発 

第７章：法人化への道 

第８章：国立大学法人としての出発 

第９章：名古屋大学から Nagoya University へ（※濵口プランに触れる） 

第 10 章：現在とこれからの名古屋大学（※松尾イニシアチブに触れる） 

別章：名大史とアーカイブズ―100 年史へ向けて― 

年表 

索引 

資料編（表やグラフなど数的データ） 

 

※コラム類 

◎「ちょっと名大史」（１頁×適当数） 

◎「名大を率いた人びと」（0.5or１頁×20 人、在任時の事績より一生を略述） 

◎「ノーベル賞の人びと」（１頁×６人、ノーベル賞受賞に焦点） 

 

 

【刊行までに必要な作業および関連事業】 

 

◇上巻は、『名古屋大学五十年史』を基礎としつつ、刊行後に明らかになった史料・証言を

調査・研究して記述する。 

◇下巻は、あらためて本格的な史料調査が必要である。とくに当該期の重要な法人文書は、

まだ現用文書として事務組織が管理しているので、それらの調査が必要。また教職員の個

人資料や聴き取りが必要である。 

◇聴き取りについては、時代が新しいので、その結果の全てを公表することは不可能であ
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ることから、後年の 100 年史に向けてのプロジェクトとして、1990 年代の大学改革や 2000

年代の法人化の関係者への聴き取りや史料調査を合わせておこなう。 

◇卒業生やＯＢ、来賓などを案内でき、教職員や学生の自校史教育の場ともなる沿革史常

設展示の設置をめざす。 

 

 

【編さん体制】 

 

◆編さん委員会編とし、出版社から定価を付けて刊行する。 

 

◎編さん委員会（事務は総務部総務課）を設置し、大きな方向性を定める。 

 

例：松尾清一総長（委員長）、竹下典行理事・室長（副委員長）、部局の長、堀内

敦部門長、吉川卓治部門長 

 

◎編集・史料調査委員会（事務は大学文書資料室）が編集・史料調査の実務を担当。 

 

例：竹下典行理事・室長（委員長）、吉川卓治部門長（副委員長）、伊藤彰浩教授、

羽賀祥二教授、堀田室員、田渕宗孝「編集助手」（事務補佐員）とする。必要

に応じて、学内・学外の「協力委員」を任命することができる。 

 

 

【編さん日程】（別紙工程表参照） 

 

〔H28 年度〕章節構成等の検討開始／基礎資料整備／現用法人文書・学外資料調査開始

（10 月～）／編さん委員会及び編集・史料調査委員会の設置（10 月～） 

〔H29 年度〕執筆担当者決定（4 月）／章節構成等の確定／基礎資料整備・現用法人文

書調査・学外資料調査終了／聴き取り調査開始 

 〔H30 年度〕原稿執筆開始／掲載資料（図表等）作成（10 月～）／聴き取り調査／基礎

資料集刊行（3 月） 

 〔H31 年度〕原稿執筆・掲載資料（図表等）作成終了（9 月）／掲載写真処理（～2 月）

／原稿内容チェック・レイアウト等検討（10～2 月）／入札（3 月）／聴き

取り調査終了 

 〔H32 年度〕校正（4～1 月）、聴き取り調査報告書（内部用）作成（2 月）、刊行（3 月） 

 

 

【経費】刊行年度の印刷費と毎年度の若干の史料調査費（複製・撮影費）以外は、人員・

経費ともに大学文書資料室の通常経費の枠内で調達する。 

 

 

 

以上 
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【資料３】名古屋大学創立 80 周年記念史編纂委員会規程 （※条文は制定当時のもの） 

 

(平成 28年 10月 18日規程第 46号)  

  

(設置) 

第 1 条 名古屋大学の創立 80 周年及び創基 150 周年を記念し，名古屋大学創立 80 周年記

念史（以下「80年史」という。）を編纂し，刊行するために必要な事項を審議するため，名

古屋大学創立 80周年記念史編纂委員会（以下「編纂委員会」という。）を置く。  

 

(審議事項) 

第 2条 編纂委員会は，次に掲げる事項を審議する。  

一 80年史の編集の基本方針に関する事項  

二 80年史に係る史料調査の方針に関する事項  

三 その他 80年史の編纂に係る重要事項  

 

(委員) 

第 3条 編纂委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。  

一 名古屋大学部局長会規程（平成 16年度規程第 7号）第 3条第 1項に定める者 

二 大学文書資料室長  

三 大学文書資料室歴史公文書部門長  

四 大学文書資料室歴史資料・大学史編纂部門長  

 

(委員長及び副委員長) 

第 4条 編纂委員会に委員長及び副委員長を置き，委員長については，総長をもって充て，

副委員長については，大学文書資料室長をもって充てる。  

2 委員長は，編纂委員会を招集し，その議長となる。ただし，委員長に事故がある場合は，

副委員長がその職務を代行する。  

 

(意見の聴取) 

第 5条 編纂委員会が必要と認めるときは，委員以外の者の出席を求め，その意見を聞くこ

とができる。  

 

(編集専門委員会) 

第 6 条 編纂委員会の議に基づき，80 年史の編集及び史料調査を行うため，編纂委員会の

下に名古屋大学創立 80周年記念史編集専門委員会（以下「編集専門委員会」という。）を置

く。  
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2 編集専門委員会に関し必要な事項は，別に定める。  

 

(庶務) 

第 7条 編纂委員会の庶務は，総務部総務課において処理する。  

 

(雑則) 

第 8条 この規程に定めるほか，編纂委員会に関し必要な事項は，編纂委員会の議を経て，

総長が定める。  

 

附 則  

この規程は，平成 28年 11月 1日から施行する。  
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【資料４】名古屋大学創立 80 周年記念史編集専門委員会内規 ※条文は制定当時のもの 

 

（目的） 

第 1 条 名古屋大学創立 80 周年記念史編纂委員会規程（平成 28 年度規程第 46 号。以下

「編纂委員会規程」という。）第 6 条第 2 項の規定に基づく名古屋大学創立 80 周年記念史

編集専門委員会（以下「編集専門委員会」という。）に関し必要な事項は，この内規の定め

るところによる。 

 

（業務） 

第 2 条 編集専門委員会は，次に掲げる業務を行う。 

一 名古屋大学創立 80 周年記念史（以下「80 年史」という。）の編集及び執筆に関する

こと。 

二 80 年史に係る史料調査，収集等に関すること。 

三 その他 80 年史に関すること。 

 

（委員） 

第 3 条 編集専門委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 

一 大学文書資料室長 

二 大学文書資料室歴史資料・大学史編纂部門長 

三 大学文書資料室員のうち，名古屋大学大学文書資料室規程（平成 25 年度規程第 46 号）

第 5 条第 1 項第 1 号に規定する者 

四 名古屋大学（以下「本学」という。）の大学教員 若干名 

五 その他必要と認められる者 

2 前項第 4 号及び第 5 号の委員は，総長が任命する。 

 

（委員長及び副委員長） 

第 4 条 編集専門委員会に委員長及び副委員長を置き，委員長については，大学文書資料室

長をもって充て，副委員長については，大学文書資料室歴史資料・大学史編纂部門長をもっ

て充てる。 

2 委員長は，編集専門委員会を招集し，その議長となる。ただし，委員長に事故がある場合

は，副委員長がその職務を代行する。 

 

（協力委員） 

第 5 条 第 3条に定める委員のほか，編集専門委員会に協力委員を置くことができる。 

2 協力委員は，必要が生じた都度，編集専門委員会の議を経て，委員長が任命又は委嘱する

ものとし，その任期は，委員長が決めるものとする。 
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（意見の聴取） 

第 6 条 編集専門委員会が必要と認めるときは，委員以外の者の出席を求め，その意見を聞

くことができる。 

 

（庶務） 

第 7 条 編集専門委員会の庶務は，総務部総務課の協力を得て，大学文書資料室において処

理する。 

 

（雑則） 

第 8 条 編纂委員会規程及びこの内規に定めるほか，編集専門委員会に関し必要な事項は，

総長が定める。 

 

附 則 

この内規は，平成 28 年 11 月 1 日から施行する。 
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【資料６】 名古屋大学創立 80 周年記念史の編さんにあたって 

 

平成 30 年 2 月 20 日 編纂委員会決定 

 

【位置づけ・用途】 

 

◇名古屋大学創基 150 周年を記念して刊行する。ただし内容的には創基を起点としつつ、

創立 80 周年までとする。創立 70 周年でも記念誌を発行したが、年表と写真からなる「記

念図録」であった。今回は、50 年史と 100 年に中間に位置する「沿革史」を制作する。 

◇50 年史には、1990 年代の諸改革および 2000 年代の法人化など、名大の大変革期につい

ての記述がなく、四半世紀もの間が沿革史の大きな空白期となっている。また、聴き取り

を含めた集中的な史料収集は、100 年史の編さんを待っていたのでは、資料の散逸や当事

者の死去などにより時機を逸する可能性が高い。 

◇50 年史には、当然ではあるが名大関係者 6 人のノーベル賞受賞の記述がない。このこと

が名大の歴史の最も大きなアピールポイントの 1 つである以上、これを記載した沿革史が

必要であり、今がその好機である。 

◇大学全体の創基 150 周年記念事業の一環として位置づける。記念式典等が実施されるの

であれば参列者への配布物となる。学生や教職員への自校史教育の教科書・テキストとし

ても活用する。卒業・退職後も名大の「応援団」として支援してもらうためにも、教科書

としての制作することは重要である。さらに一般に販売・頒布することによって、本学の

歴史を広くアピールする。このような位置づけの沿革史は、国立大学では初めての試みで

ある。 

 

 

【編集方針】 

 

①沿革史としての基礎的な内容を一通り盛り込む。部局の動向は、名大全体との関連にお

いて取り上げるが、部局史としては描かない。 

②創立 50 周年以降（1990 年代以降）の歴史にも紙数を割き、現在と歴史との連関に留意

するとともに、将来の展望についても言及する。 

③基幹的総合大学としての存在を明確化するとともに（ノーベル賞受賞者、文化勲章・文

化功労者などの人物に注目、自由闊達の学風）、名大が発信して日本を動かしたような事例

も積極的に盛り込む。 

④名古屋大学の国際化の歴史を重視する。 

⑤名古屋大学の歴史と日本の高等教育政策との関わりについても明らかにする。 

⑥名古屋大学の発展と地域の歴史の関係を明確化する 

⑦名大生たちの大学生活の様子を生き生きと伝える（「ちょっと名大史」など）。 

⑧人物への着目（総長、ノーベル賞受賞者、卒業生など） 

⑨学術的な評価に堪えうるものとしつつ、文章は一般にも理解できるものとする。 

⑩将来の 100 年史編さんに向けて、現在でなければできない史料調査等も合わせて行う。 
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2 
 

 

【形式・体裁】 

 

Ａ５、ソフトカバー、上巻・下巻各 250 頁程度とする。文字は大きめとし、見開き２頁に

最低１つは写真や図表等を入れるなどして、一般にも広く読んでもらえるよう配慮する。 

 

 

【章構成案】（別紙の通り） 

 

 

【刊行までに必要な作業および関連事業】 

 

◇上巻は、『名古屋大学五十年史』を基礎としつつ、刊行後に明らかになった史料・証言を

調査・研究して記述する。 

◇下巻は、あらためて本格的な史料調査が必要である。とくに当該期の重要な法人文書は、

まだ現用文書として事務組織が管理しているので、それらの調査が必要。また教職員の個

人資料や聴き取りが必要である。 

◇聴き取りについては、時代が新しいので、その結果の全てを公表することは不可能であ

ることから、後年の 100 年史に向けてのプロジェクトとして、1990 年代の大学改革や 2000

年代の法人化の関係者への聴き取りや史料調査を合わせておこなう。 

◇卒業生やＯＢ、来賓などを案内でき、教職員や学生の自校史教育の場ともなる沿革史常

設展示の設置をめざす。 

 

 

【編さん体制】 

 

◆名古屋大学創立 80 周年記念史編纂委員会 

 〔審議事項〕創立 80 周年記念史の編纂の基本方針 等 

 〔構成員〕 部局長会構成員、大学文書資料室の室長及び部門長 

 

◆名古屋大学創立 80 周年記念史編集専門委員会 

 〔審議事項〕創立 80 周年記念史の編集及び執筆に関すること 等（実務を担当） 

 〔構成員〕 大学文書資料室の室長、歴史資料・大学史編纂部門長、室員１名、 

       本学の教員若干名 

 

【作業工程】（別紙の通り） 
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（
221
） 

 
 

１ 

伊
勢
湾
台
風
と
安
保
闘
争
（
堀
田
・
伊
藤
）
／
２ 

大
学
紛
争
と
名
古
屋
大
学
（
伊
藤
） 

３ 

時
代
の
な
か
の
名
古
屋
大
学
（
堀
田
・
伊
藤
）
／
４ 

外
国
人
留
学
生
と
国
際
交
流
（
堀
田
） 

 

〔
下
〕 

第
三
編 

変
貌
す
る
名
古
屋
大
学 
一
九
九
〇
～
二
〇
〇
三 

 

第
８
章 

教
育
・
研
究
体
制
の
大
改
革
（
263
） 

 
 

 

１ 

教
養
部
の
廃
止
と
四
年
一
貫
教
育
の
開
始
（
吉
川
）
／
２ 

部
局
の
再
編
と
大
学
院
重
点
化
（
堀
田
） 

 

第
９
章 

基
幹
的
総
合
大
学
の
研
究
（
298
） 

 
 

 

１ 

競
争
的
研
究
資
金
の
拡
充
（
齋
藤
）
／
２ 
先
端
研
究
の
基
盤
環
境
（
齋
藤
）
／
３ 

産
学
官
連
携
の
強
化
（
齋
藤
） 

 
 

 

４ 

国
際
的
研
究
へ
の
展
開
（
齋
藤
）
／
５ 

研
究
成
果
の
発
信
（
齋
藤
） 

 

第
10
章 

学
生
生
活
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
容
（
331
） 

 
 

 

１ 

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
名
大
生
（
堀
田
）
／
２ 

国
際
性
豊
か
な
学
風
の
確
立
（
堀
田
）
／
３ 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
（
恒
川
） 

 

第
11
章 

法
人
化
へ
の
道
（
364
） 

 
 

 

１ 

理
念
の
確
立
と
法
人
化
の
準
備
（
堀
田
）
／
２ 

法
人
化
に
向
け
て
の
組
織
再
編
（
堀
田
・
吉
川
・
榊
原
） 

第
四
編 

法
人
化
後
の
名
古
屋
大
学 

二
〇
〇
四
～
二
〇
一
九 

 

第
12
章 

国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
、
そ
し
て
東
海
国
立
大
学
機
構
へ
（
393
） 

 
 

 

１ 

法
人
化
後
の
大
学
運
営
（
堀
田
）
／
２ 

教
育
・
研
究
体
制
の
見
直
し
（
吉
川
）
／
３ 

世
界
卓
越
型
大
学
へ
の
改
革
（
堀
田
） 

 

第
13
章 

世
界
屈
指
の
大
学
へ
の
道
（
432
） 

 
 

 

１ 

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
（
齋
藤
）
／
２ 

日
本
屈
指
か
ら
世
界
屈
指
の
研
究
を
（
齋
藤
） 

３ 

続
出
す
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
（
齋
藤
）
／
４ 

人
文
・
社
会
科
学
研
究
へ
の
評
価
の
高
ま
り
（
吉
川
） 

 

第
14
章 

名
古
屋
大
学
か
らN

a
g
o
y
a
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

へ
（
460
） 

 
 

 

１ 

グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
へ
の
道
（
堀
田
）
／
２ 

国
際
化
の
諸
相
（
堀
田
） 

 

第
15
章 

連
携
と
貢
献
（
481
） 

 
 

 

１ 

産
学
官
連
携
体
制
の
充
実
（
齋
藤
）
／
２ 

社
会
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
（
堀
田
） 

３ 

男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組
み
（
榊
原
） 

 

第
16
章 

最
近
の
学
生
生
活
と
キ
ャ
ン
パ
ス
（
505
） 

 
 

 

１ 

法
人
化
後
の
名
大
生
（
堀
田
）
／
２ 

現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
景
観
へ
（
恒
川
） 

  

終 

章 

こ
れ
か
ら
の
名
古
屋
大
学
（
533
、
松
尾
） 
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４ 

先
端
研
究
の
進
展
（
齋
藤
・
吉
川
） 

第
６
章 

名
大
生
と
キ
ャ
ン
パ
ス
（
189
） 

 
 

１ 

名
大
生
の
諸
相
（
堀
田
）
／
２ 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
（
恒
川
） 

第
７
章 

名
古
屋
大
学
像
の
模
索
（
221
） 

 
 

１ 

伊
勢
湾
台
風
と
安
保
闘
争
（
堀
田
・
伊
藤
）
／
２ 

大
学
紛
争
と
名
古
屋
大
学
（
伊
藤
） 

３ 

時
代
の
な
か
の
名
古
屋
大
学
（
堀
田
・
伊
藤
）
／
４ 

外
国
人
留
学
生
と
国
際
交
流
（
堀
田
） 

 

〔
下
〕 

第
三
編 

変
貌
す
る
名
古
屋
大
学 

一
九
九
〇
～
二
〇
〇
三 

 

第
８
章 

教
育
・
研
究
体
制
の
大
改
革
（
263
） 

 
 

 

１ 

教
養
部
の
廃
止
と
四
年
一
貫
教
育
の
開
始
（
吉
川
）
／
２ 

部
局
の
再
編
と
大
学
院
重
点
化
（
堀
田
） 

 

第
９
章 

基
幹
的
総
合
大
学
の
研
究
（
298
） 

 
 

 

１ 

競
争
的
研
究
資
金
の
拡
充
（
齋
藤
）
／
２ 

先
端
研
究
の
基
盤
環
境
（
齋
藤
）
／
３ 

産
学
官
連
携
の
強
化
（
齋
藤
） 

 
 

 

４ 

国
際
的
研
究
へ
の
展
開
（
齋
藤
）
／
５ 

研
究
成
果
の
発
信
（
齋
藤
） 

 

第
10
章 

学
生
生
活
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
容
（
331
） 

 
 

 

１ 

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
名
大
生
（
堀
田
）
／
２ 

国
際
性
豊
か
な
学
風
の
確
立
（
堀
田
）
／
３ 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
（
恒
川
） 

 

第
11
章 

法
人
化
へ
の
道
（
364
） 

 
 

 

１ 

理
念
の
確
立
と
法
人
化
の
準
備
（
堀
田
）
／
２ 

法
人
化
に
向
け
て
の
組
織
再
編
（
堀
田
・
吉
川
・
榊
原
） 

第
四
編 

法
人
化
後
の
名
古
屋
大
学 

二
〇
〇
四
～
二
〇
一
九 

 
第
12
章 

国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
、
そ
し
て
東
海
国
立
大
学
機
構
へ
（
393
） 

 
 

 
１ 

法
人
化
後
の
大
学
運
営
（
堀
田
）
／
２ 

教
育
・
研
究
体
制
の
見
直
し
（
吉
川
）
／
３ 

世
界
卓
越
型
大
学
へ
の
改
革
（
堀
田
） 

 

第
13
章 
世
界
屈
指
の
大
学
へ
の
道
（
432
） 

 
 

 

１ 

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
（
齋
藤
）
／
２ 

日
本
屈
指
か
ら
世
界
屈
指
の
研
究
を
（
齋
藤
） 

３ 

続
出
す
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
（
齋
藤
）
／
４ 

人
文
・
社
会
科
学
研
究
へ
の
評
価
の
高
ま
り
（
吉
川
） 

 

第
14
章 

名
古
屋
大
学
か
らN

a
g
o
y
a
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

へ
（
460
） 

 
 

 

１ 

グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
へ
の
道
（
堀
田
）
／
２ 

国
際
化
の
諸
相
（
堀
田
） 

 

第
15
章 

連
携
と
貢
献
（
481
） 

 
 

 

１ 

産
学
官
連
携
体
制
の
充
実
（
齋
藤
）
／
２ 

社
会
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
（
堀
田
） 

３ 

男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組
み
（
榊
原
） 

 

第
16
章 

最
近
の
学
生
生
活
と
キ
ャ
ン
パ
ス
（
505
） 

 
 

 

１ 

法
人
化
後
の
名
大
生
（
堀
田
）
／
２ 

現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
景
観
へ
（
恒
川
） 

  

終 

章 

こ
れ
か
ら
の
名
古
屋
大
学
（
533
、
松
尾
） 
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注

（
1
）
名
古
屋
大
学
史
編
集
委
員
会
編
『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
部
局
史
一
・
部
局
史
二
（
名
古
屋
大
学
、
一
九
八
九
年
）、
名
古
屋
大
学
史
編
集
委
員
会

編
『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
通
史
一
・
通
史
二
（
名
古
屋
大
学
、
一
九
九
五
年
）。

（
2
）
学
部
単
位
の
年
史
の
例
と
し
て
、名
古
屋
大
学
文
学
部
二
十
年
の
歩
み
編
集
委
員
会
編
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
二
十
年
の
歩
み
』（
名
古
屋
大
学
文
学
部
、

一
九
六
八
年
）、
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
三
〇
年
史
委
員
会
編
『
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
三
十
年
の
歩
み
』（
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
、
一
九
八
〇
年
）、

作
道
好
男
・
江
藤
武
人
編
『
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
五
十
年
史
』（
財
界
評
論
新
社
、
一
九
七
七
年
）、
名
古
屋
大
学
理
学
部
二
五
年
小
史
編
集
委
員
会

編
『
名
古
屋
大
学
理
学
部
二
十
五
年
小
史
』（
名
古
屋
大
学
理
学
部
、
一
九
六
七
年
）、
名
古
屋
大
学
理
学
部
創
立
六
〇
周
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
名
古

屋
大
学
理
学
部
六
十
年
史
』（
名
古
屋
大
学
理
学
部
、
二
〇
〇
二
年
）、
青
井
東
平
編
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
九
十
年
史
』（
名
古
屋
大
学
医
学
部
学
友

会
第
五
二
回
学
友
大
会
、
一
九
六
一
年
）、
作
道
好
男
編
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
百
年
史
』（
財
界
評
論
新
社
、
一
九
七
七
年
）、
名
古
屋
大
学
医
学
部

名
古
屋
大
学
史
（
医
学
部
）
編
集
委
員
会
編
『
稿
本　

名
古
屋
大
学
医
学
部
百
拾
五
年
史
』（
名
古
屋
大
学
医
学
部
、
一
九
八
八
年
）、
名
古
屋
大
学
医

学
部
創
基
百
五
十
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
編
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
百
五
十
年
史
』（
名
古
屋
大
学
医
学
部
、
二
〇
二
一
年
）、
名
古
屋
大
学
工
学

部
二
五
周
年
記
念
出
版
編
集
委
員
会
編
『
名
古
屋
大
学
工
学
部
二
五
年
の
歩
み
』（
名
古
屋
大
学
工
学
部
、
一
九
六
四
年
）、
作
道
好
男
・
作
道
克
彦
編

著
『
名
古
屋
大
学
工
学
部
』（
教
育
文
化
出
版
教
育
科
学
研
究
所
、
一
九
八
六
年
）、
名
古
屋
大
学
農
学
部
三
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
名
古
屋
大
学
農

学
部
三
十
年
史
』（
名
古
屋
大
学
農
学
部
、
一
九
八
一
年
）、
名
古
屋
大
学
農
学
部
五
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
名
古
屋
大
学
農
学
部
五
十
年
史
』（〔
名

古
屋
大
学
農
学
部
〕、
二
〇
〇
一
年
）、
な
ど
。
近
年
は
、
部
局
の
周
年
記
念
に
は
写
真
集
や
文
集
に
近
い
記
念
誌
が
製
作
さ
れ
、
本
格
的
な
年
史
の
編

さ
ん
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

（
3
）「
名
古
屋
大
学
史
編
集
委
員
会
（
1
）」（
東
海
国
立
大
学
機
構
大
学
文
書
資
料
室
所
蔵
）
所
収
の
資
料
に
よ
る
。

（
4
）
一
九
九
五
年
度
か
ら
は
、
一
名
の
停
年
退
官
に
よ
り
三
名
と
な
っ
た
。

（
5
）
加
藤
延
夫
第
二
代
編
集
委
員
会
委
員
長
は
（
一
九
九
〇
年
一
月
～
九
二
年
四
月
）
は
、編
集
室
長
を
兼
務
し
て
い
な
い
。
初
代
、第
三
代
の
編
集
室
長
は
、

い
ず
れ
も
教
育
学
部
教
授
で
あ
っ
た
。
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（
6
）
前
掲
「
名
古
屋
大
学
史
編
集
委
員
会
（
1
）」
所
収
の
「
名
古
屋
大
学
史
編
集
委
員
会
（
第
六
回
）
記
録
」（
一
九
八
五
年
一
一
月
二
六
日
）
に
よ
る
。

（
7
）
本
書
の
序
（
担
当
＝
吉
川
卓
治
）
に
よ
る
。

（
8
）
学
校
沿
革
史
研
究
部
会　

寺
﨑
昌
男
・
西
山
伸
・
湯
川
次
義
『
学
校
沿
革
史
の
研
究　

大
学
編
2
―
大
学
類
型
別
比
較
分
析
―
』（
野
間
教
育
研
究
所

紀
要
第
五
八
集
、
野
間
教
育
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
）
の
「
第
二
章　

国
立
大
学
I
」（
西
山
伸
執
筆
）
六
五
～
六
六
頁
。

（
9
）
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史
』
通
史
三
（
東
京
大
学
、
一
九
八
六
年
）。

（
10
）
学
校
沿
革
史
研
究
部
会　

寺
﨑
昌
男
・
西
山
伸
・
湯
川
次
義
『
学
校
沿
革
史
の
研
究　

大
学
編
1
―
テ
ー
マ
別
比
較
分
析
―
』（
野
間
教
育
研
究
所
紀

要
第
五
三
集
、
野
間
教
育
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）
の
「
第
二
章　

戦
後
改
革
」（
寺
﨑
昌
男
執
筆
）
七
二
～
七
四
頁
。

（
11
）
吉
川
卓
治
「『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
か
ら
の
展
望
」（『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）。
こ
れ
は
、
本

文
で
も
後
に
触
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
、
な
ぜ
大
学
史
か
―
そ
の
意
義
と
展
望
―
」
の
記
録
と
し
て
、
コ
メ
ン
ト
の
音
声
デ
ー
タ
を
活
字
に
し
た
も

の
で
あ
る
。

（
12
）
学
校
沿
革
史
研
究
会
『
学
校
沿
革
史
の
研
究　

総
説
』（
野
間
教
育
研
究
所
紀
要
第
四
七
集
、
野
間
教
育
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
の
第
二
章
第
二
節

（
西
川
伸
執
筆
）。

（
13
）
現
在
、
大
学
文
書
資
料
室
で
は
、
検
索
性
を
高
め
る
た
め
、『
五
十
年
史
』
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、
O
C
R
だ
け
で

は
正
確
な
デ
ジ
タ
ル
化
は
難
し
く
、
ど
う
し
て
も
手
作
業
に
頼
る
部
分
が
多
い
。
ま
た
、
他
に
優
先
す
べ
き
作
業
が
あ
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
が
拡
大
し
て
在
宅
ワ
ー
ク
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
目
録
作
成
等
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
こ
の
作
業
を
充
て
て
お
り
、
な
か
な
か
進

捗
を
み
て
い
な
い
。

（
14
）こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
当
時
、名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究
科
教
授
。
二
〇
一
五
年
四
月
か
ら
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
歴
史
資
料
・

大
学
史
編
纂
部
門
長
（
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
は
東
海
国
立
大
学
機
構
大
学
文
書
資
料
室
名
古
屋
大
学
史
資
料
・
編
纂
部
門
長
）
を
兼
務
。

（
15
）
そ
れ
で
も
、
通
史
二
の
最
終
節
「
改
革
動
向
」
に
お
い
て
、
二
ペ
ー
ジ
ほ
ど
を
割
い
て
名
大
の
大
学
院
重
点
化
構
想
に
触
れ
て
い
る
。

（
16
）
前
掲
『
学
校
沿
革
史
の
研
究　

大
学
編
1
』
の
「
第
二
章　

戦
後
改
革
」（
寺
﨑
昌
男
執
筆
）
七
四
頁
。

（
17
）『
五
十
年
史
』
通
史
二
の
編
集
後
記
。
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（
18
）
名
古
屋
大
学
史
資
料
室
の
設
置
経
緯
に
つ
い
て
は
、加
藤
諭
『
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
成
立
と
展
開
―
公
文
書
管
理
と
国
立
大
学
―
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
九
年
）
の
第
六
章
「
名
古
屋
大
学
に
お
け
る
史
資
料
室
設
置
と
制
度
設
計
の
模
索
」
に
詳
し
い
。

（
19
）
こ
れ
ら
の
手
元
資
料
に
つ
い
て
は
、
取
り
ま
と
め
の
う
え
本
室
の
法
人
文
書
と
し
て
保
存
し
、
い
ず
れ
本
室
へ
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
移
管
す

る
予
定
で
あ
る
。

（
20
）
名
大
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、「
ち
ょ
っ
と
名
大
史
」
に
つ
い
て
は
、
資
料
室
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
主
な
企
画
展
に
つ

い
て
は
、『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
に
展
示
記
録
が
掲
載
さ
れ
、
名
古
屋
大
学
学
術
機
関
レ
ポ
ジ
ト
リ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
紀

要
各
巻
の
目
次
は
、
資
料
室
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
）。

（
21
）
こ
の
時
、
二
つ
の
部
門
を
置
い
た
の
は
、「
国
立
公
文
書
館
等
」
の
指
定
と
同
時
に
、
公
文
書
管
理
法
第
二
条
第
四
項
第
三
号
及
び
同
法
施
行
令
第
三

条
・
第
四
条
に
基
づ
く
、「
歴
史
的
若
し
く
は
文
化
的
な
資
料
又
は
学
術
研
究
用
の
資
料
」
を
管
理
す
る
施
設
と
し
て
の
指
定
を
受
け
る
た
め
で
も
あ
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
堀
田
慎
一
郎
「
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
構
築
と
そ
の
諸
問
題
―
名
古
屋
大
学
の
事
例
を
中
心
に
―

（
前
編
）」（『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
の
二
（
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）
ま
た
、
改
組
後
の
専
任
教
員
の
選
考
方
法
に
つ
い
て
審
議
し
た
第
三
五
一
回
役
員
会
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
八
日
）
に
提
出
さ
れ
た
資
料
に
は
、

専
任
教
員
の
業
務
内
容
等
の
一
つ
と
し
て
、「
名
古
屋
大
学
の
一
〇
〇
年
史
編
纂
に
向
け
て
必
要
な
作
業
。」
が
挙
が
っ
て
い
る
。

（
23
）
総
務
分
科
会
規
程
に
は
、
そ
の
審
議
事
項
と
し
て
、「
他
の
分
科
会
の
審
議
事
項
に
属
さ
な
い
事
項
」
が
あ
り
、
こ
れ
が
本
書
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
編
纂
委
員
会
規
程
と
異
な
り
、
総
務
分
科
会
規
程
に
は
編
集
専
門
委
員
会
を
置
く
と
い
う
条
文
も
見
ら
れ
な
い
。
編
集
専
門
委
員
会
の
名

大
の
組
織
内
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
不
明
瞭
に
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
改
正
さ
れ
た
編
集
専
門
委
員
会
内
規
に
は
、「
総
務
分
科
会
規
程
及
び

こ
の
内
規
に
定
め
る
ほ
か
、
編
集
専
門
委
員
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
総
長
が
定
め
る
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
長
直
属
の
組
織
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
か
。

（
24
）
資
料
室
改
組
当
初
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
池
内
敏
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
（
二
〇
一
三
年
度
ま
で
資
料
室
長
、
二
〇
一
四

年
度
ま
で
資
料
室
部
門
長
、
日
本
近
世
史
）
が
加
わ
っ
て
い
た
。

（
25
）
こ
の
リ
ス
ト
を
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
（
法
人
化
前
は
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
）
と
い
う
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
は
、
い
わ
ゆ
る
情
報
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公
開
法
（「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」〔
一
九
九
九
年
〕
及
び
「
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
管
理
に
関
す
る
法

律
」〔
二
〇
〇
一
年
〕）
制
定
時
に
、
政
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
作
成
や
公
開
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
の
ち
に
い
わ
ゆ
る
公
文
書
管

理
法
（「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」〔
二
〇
〇
九
年
〕）
の
制
定
に
よ
っ
て
、
法
的
に
作
成
や
公
表
の
義
務
が
定
め
ら
れ
た
。

（
26
）
①
の
「
百
年
史
タ
イ
プ
」
に
属
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
も
十
分
な
叙
述
を
お
こ
な
っ
て
い
る
近
年
の
国
立
大
学
の
年
史
と
し
て
、
九
州
大
学
百

年
史
編
集
委
員
会
編
『
九
州
大
学
百
年
史
』
通
史
編
I
～
III
、
部
局
史
編
I
～
IV
、
資
料
編
～
V
（
九
州
大
学
、
二
〇
一
四
～
二
〇
一
七
年
）、
熊
本

大
学
六
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
熊
本
大
学
六
十
年
史
』
通
史
編
、
部
局
史
編
（
熊
本
大
学
、
二
〇
一
二
～
二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
。

（
27
）
鮎
京
正
訓
（
理
事
・
副
総
長
、
大
学
文
書
資
料
室
長
）「
創
立
八
〇
周
年
に
向
け
て
、
名
古
屋
大
学
歴
史
展
示
館
の
創
設
を
！
」（『
名
古
屋
大
学
大
学

文
書
資
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
第
三
二
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）。

（
28
）
野
依
良
治
特
別
教
授
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
野
依
記
念
物
質
科
学
研
究
館
二
階
）、
小
林
誠
特
別
教
授
、
益
川
敏
英

特
別
教
授
、
下
村
脩
特
別
教
授
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、「
二
〇
〇
八
ノ
ー
ベ
ル
賞
展
示
室
」（
E
S
総
合
館
二
階
）、
赤
﨑
勇
特
別
教
授
、
天
野
浩
特

別
教
授
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
赤
﨑
記
念
研
究
館
一
階
展
示
室
。

（
ほ
っ
た
・
し
ん
い
ち
ろ
う　

大
学
文
書
資
料
室
）




